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な
が
ら
、

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
覇
片

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
小
説
「

ヒュ

ペ
ー
リ

オ
ン
』
は
、

文

ヘ
尋 .• 

t
 

昭
和
七
年
十

JI
廿
五
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納

木
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十

fl
朔

行

研

究

ト
ナ
劇
断
片

「
あ
ら
ゆ
る
も
の
ミ
―
つ
で
あ
る
こ
さ
が
紳
々
の
生
活
で
あ
り
、
人
間
の
浄
福

で
あ
る
」
さ
い
ふ
悟
り
に
到
逹
し
た
ヒ
ュ
ペ
リ
ー
オ
ン
が
図
者
ご
し
て
寂
し
く
生
き
て
ゆ
く
ミ
こ
ろ
に
終
つ
て
ゐ
る
。
あ
ら
ゆ
る
魂
の
憐

あ
り
か

み
、
幻
滅
の
後
に
辿
り
着
い
た
「
永
遠
の
態
ひ
の
在
所
、
堅
な
る
山
頂
」
は
時
代
の
人
を
寄
せ
付
け
ぬ
は
る
か
の
高
さ
に
あ
る
。
自
然
ミ

の
調
和
の
全
く
破
ら
れ
．
神
性
を
失
ひ
果
て
た
世
紀
の
中
に
あ

っ
て
、
た
ゞ
ひ
ミ
り
こ
の
翁
ぎ
認
識
、
「
聖
な
る
炎
」
を
そ
の
胸
に
包
み

ヒ
ュ
゜
ヘ
ー
リ
オ
ン
は
孤
高
の
仙
士
の
生
活
を
そ
の
後
も
永
く
つ
ゞ
け
て
行
く
で
あ
ら
う
か
。

此
小
説
を
結
ぷ
意
味
深
き
品
c
b
s
te
n
s
m
e
h
r

な
る
言
葉
は、

炉
デ
JV
リ
ー
ン
の
ヱ

第

全
篇
に
額
動
す
る
抒
悧
詩
的
な
靱
の
餘
韻
を
、
物
語
の
枠
の
外
な
る
無

ロ耳庫

小
（
昭
和
七
年
十
月
焚
行
）

．
 

牧

（
二
九
三
）

健

夫



ー
リ
オ
ン
完
成
の

一
七
九
七
年
頃
か
ら
、

味
す
る
。
）

の
精
紳
の
疲
展
、

世
界
観
の
展
開
を
観
よ
う
5
す
る
者
に
こ
つ
て
、

ヒ
ュ
ペ

ー
リ
オ
ン
か
ら
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
ヘ
の
成
長
は、

あ
る
。

（
二
九
四
）

質
に

『
ヱ
ム
。
ヘ

ー
ド
ク
レ
ス

』
は

「
ヒ
ュ
ペ

ー
リ
オ
ン
」
の
終
る
ー
こ
こ
ろ
か
ら
痰
展
す
る
ミ
い
ふ
こ
さ
が
出
来
よ
う
。

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

限
の
世
界
に
搬
げ
偲

へ
て
、
ヒ
ュ
ペ

ー
リ
オ
ン
の
未
来
を
暗
示
す
る
も
の
入
や
う
に
囲
か
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
此
態
を
受
け
て
更
に

一

レ

r
ナ
ン
ツ
ポ
ー
テ

ン

ヒ

ュ

ム
ネ
．/

屑

高

く
大
ぎ
く
嬰
き
返
し
た
共

鳴

盤
ー
こ
も
い
ふ

PIき
は
後
の

『
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス

』
劇
で
あ
り
、
更
に
そ
の
後
の
幾
篇
の
讃
歌
で

ピ
ュ

ペ
ー
リ
オ
ン
は
ヱ
ト
ナ
山
上
に
立
つ
て
、
火
坑
に
身
を
投
じ
た
偉
大
な
る

シ
シ
リ
ア
人
（

エ
ム。
ヘ
ー
ド

ク
レ
ス

）
の
こ
さ
を
想
つ

た
。
さ
う
し
て
自
ら
も
亦
此
哲
人
に
倣
は
う
ミ
す
る
衝
動
を
感
じ
た
が
、

彼
は
尚
「
招
か
れ
ず
し
て
自
然
の
懐
に
飛
び
込
む
」
こ

さ
が
許

さ
れ
る
程
に
自
ら
を
偉
大
で
あ
る
こ
思
ひ
得
な
か
っ
た
。

彼
は
尚
未
だ
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス

に
成
長
し
て
ゐ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス

は
ア
グ
リ
ゲ
ン
ト
の
町
を
逐
は
れ
て
ヱ
ト
ナ
の
山
に
登

っ
た
。
師
を
慕
つ
て
追
来
っ
た
弟
子
パ
ウ
ザ

＿ー
ア
ス
が
、

山
腹
の
岩
窟
に
世
を
避
れ
て
平
和
都
寂
の
牛
活
を

送
る
こ
ミ

を
勧
め
た
時

エ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
は
肯
ん
じ
な
か
っ
た
。

片
』
）
彼
は
自
己
の

蓮
命
が
闊
者
の
生
活
に
存
し
な
い
こ
ミ
を
信
じ
て
ゐ
た
。
彼
は
ヒ
ュ゚ヘ

ー
リ

オ
ン
を
超
え
て
成
長
し
て
ゐ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。

文

學

研

究

第
一
一
輯

（
『
ヱ
ト
ナ
断

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
晩
期

（私
は
晩
年
さ
い
ふ
語
を
用
ふ
る
事
が
出
来
な
い
、
何
さ
な

れ
ばヘ

ル
デ
ル
リ
ー
己
か
詩
作
の
第
を
牧
め
て
か
ら
伺
ほ
四
十
年
の
永
き
に
亘
る
狂
疾
の
詩
代
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
°
晩
期
の
語
は
彼
が
創
作
の
最
後
の
時
期
を
意

最
も
意
義
深
き
問
題
を
提
供
す
る
。

さ
う
し
て

ピ
ュ

ペ

エ
ト
ナ
断
片
成
立
の
一

八

0
0年、

或
は
其
翌
年
頃
ま
で
の
僅

々
敷
年
間
は
、

ン
全
生
涯
か
ら
見
て
も
、
最
も
印
要
な
る
展
開
期『
ミ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
宛
か
も
近
づ
く
狂
疾
の
製
来
を
豫
細
す
る
も
の

：
如
く
、



ヘ
ル
デ
A

リ
ー
・ン
の
ヱ
ト
ナ
削
斯
片

彼
の
精
紳
は
こ
：
に
極
度
の
緊
張
を
示
し
，
そ
の
疲
展
は
漁
く
可
ぎ
速
度
を
加
へ
た
。
此
期
間
の
彼
が
展
開
の
跡
全
親
ふ
可
き
文
献
さ
し

じ
ユ
ム
ネ
ン

て
は
、
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ

ス
刺
一
一
一
種
の
断
片
．
敷
篇
の
思
索
的
述
作
、
多
く
の
喚叫
歌
｀
最
後
に
ま
た
見
逃
し
て

な
ら
な
い
富
時
の
書
翰
が

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
を
詩
人
ー‘r
し
て
か
な
り
に
高
く
評
伯
し
な
が
ら
、
そ
の
作
家
的
嶺
展
の
跡
を
説
い

て

r
ヒ
ュ
゜
ヘ

ー
リ

オ
ン
」
に
止
め
を
刺
し
、
此
峠
を
越
え
て
更
に
新
な
る
風
光
が
展
か
れ
て
ゐ
る
こ
さ
に
盲
目
で
あ
っ
た
。
此
等
の
人
々

は
晩
期
の
諧
歌
に
於
て
｀
既
に
作
者
の
梢
神
的
昏
迷
の
兆
を
認
め
、
表
象
の
混
飢
、
観
念
の
分
裂
、
要
す
る
に
詩
的
形
成
力

の
衰
退
を
見

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
彼
等
は
こ
の
期
の
作
品
を
態
々
取
上
げ
て
問
題
―
こ
し
な
か
っ
た
。
讃
歌
の
前
駆
ミ
見
る
可
き
ヱ
ム
ペ
ー
ド

ク
レ
ス

測
も
ま
た
久
し
く
同
じ
待
遇
＾
笠
受
け
て
ゐ
た
。
私
が
こ
れ
か
ら
考
察
し
よ
う
ご
す
る
「
ヱ

ト
ナ
』
断
片
、
詳
し
く
云
へ

ば
『
ヱ

ト
ナ
山
上

の
エ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
」

(
E
m
p
e
d
o
kle
s
a
u
f
 d
e
m
 .Atn
a
)

は
そ
の
中
で
殊
に
顧
み
ら
れ
る
こ
ー
こ
の
少
い
も
の
で
あ
つ
て
、
宛
か
も
そ

れ
は
そ
の
主
人
物
ミ
寂
し
い
蓮
命
を
頒
つ
て
ゐ
る
か
の
や
う
で
あ
っ
た
。

ヱ
ム
ペ
ー
ド
グ
レ
ス
に
闘
係
す
る
も
の
ミ
し
て
は
次
の
七
種
が
数
へ
ら
れ
る
。

所
謂
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
計
盤
案
。

ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
死
第
一
稿
憫
、
同
第
二
稿
憫
、
論
文
斯
片

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
基
礎
、

ト
ナ
山
上

の
ヱ
ム
。
ヘ

ー
ド
ク
レ
ス
計
糊
案
｀
同
第

一
場
及
第
二
場
、
同
窮
―
―
ー
場
及
絞
秘
案
。

此
等
の
手
稿
は
次
ぎ
次
ぎ
に

い
づ
れ
も
断
片
さ
し
て
登
見
さ
れ
て
、

吾
々
に
辿
さ
れ
た
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
著
作
中
、

――
 

し
か
も
曾
て
は
多
く
の
學
者
が`

あ
る
。

（
―
-
九
五
）

一
の
晰
片
群
を
形
作
っ
た
。
そ
れ
等
の
も
の
ぷ
間
の
成
立
順
序
に ヱ



い
ふ
の
で
あ
る
，

ふ
認
り
さ

こ
ろ
は
、
雨
者
の
戯
曲
的
債
値
の
比
絞
で
あ
る
。

即、
う
で
あ
る
。
此
順
位
の
問
題
そ
れ
自
身
は
こ
A

に
甲
論
乙
駁
の
経
緯
に
立
入

就
て
は
、
曾
て
狼
者
の
間
に
意
見
の
一
致
を
見
な
か
っ
た

ゃ

つ
て
深
く
穿
盤
す
る
を
必
要
ご
し
な
い
が
、
作
者
の
精
紳
痰
展
の
道
程
を
作
品
に
照
ら
し
て
稽
へ
て
行
か
う
さ
す
る
場
合
に
は
、
成
立
の

思
は
れ
る
顕
序
づ
け
を
採
用
し
て
、
そ
れ
4

名
基
礎
ご
し
て
考
察
を
進
め
て
行
か
う
さ
思
ふ
の

で
あ
る
が
、

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
研
究
の
勃
興
常
初
、
根
者
に
よ

っ

て

ー
B
o
h
m
,
L
i
t:u
nann
等
＇
~

定
め
ら
れ
た
成
寸
順
序
は

第
二
稿
憫
」

ミ
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
爾
来
此
説
に
釘
し
て
種
々

の
反
劉
意
見
が
褒
表
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

『
ヱ
ト
ナ
」
削
ミ
『

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ

ス
の
死
」

そ
れ
に
は

一
さ
通
り
の
説
明
を

『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
・

主
さ
し
て
問
題
ミ
な
っ
た
の
は

（此
第
一
稿
慨
ミ
第
二
稿
協
ミ
の
成
立
刷
係
は
営
初
か
ら
そ
の
名
の
示
す
通
り
の
順
序

ミ
し
て
文
献
上
疑
間
が
な
か
っ
た。

）
さ
の
前
後
の
欄
係
で
あ
っ
た
。

エ
ト

ナ
劇
を
先
ミ
す
る
主
張
の
根
肱
は
、
第

一
に
、
保
存
さ
れ
た
ヘ

ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
手
稿
の
考
證
的
検
索
の
結
果
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
詭
明
力
の
部
弱
で
あ
る

こ
さ
が
明
に
せ
ら
れ
た
。
そ
の
他、

攻
娘
に
堪
ふ
る
抵
抗
力
の
無
い

立
證
を
除
い
て
、

最
も
有
力
9

こ
見
倣
さ
る

『
エ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
死
、

I
、

[
。
」
の
方
が
戯
曲
ー
こ
し
て
よ
り

完
成
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
、
此
方
が
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
考
へ
て
の
み
改
善
、
完
全
化
の
痕
が
見
ら
れ
る
ミ

ト
計
癒
案
』

r
ヱ
ム
ペ

ー
ド

ク
レ
ス
の
某
礎
」
『
エ

ト
ナ
山
上
の
ヱ
ム
ベ
ー
ド
ク
レ
ス

」
「
エ

ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
の
死
第

一
稿
憫
』
『
同

先
行
せ
し
め
る
責
任
を
感
じ
る
。

前
後
の
順
位
が
先
づ
決
定
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
私
は
今
日
此
咄
に
於
て
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン

研
究
の
最
後
の
到
逹
幽
r
)

文

學

研

究

第

二

輯

四

（
二
九
六
）



ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
顕
片

ド
ク
レ
ス
の
甚
礎
。

ー
ー
50
、
H

ト
ナ
山
上
の
エ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス

計
盤
案
°
|

|
6
、
同
，
第
一
場
、
及
第
二
勘
o
|
ー
7
、
同
、
第

-＝
場
，
及
絞
脇
案
。

こ
の
序
列
は
、
H
e
l
l
i
n
g
r
a
t
h
の
編
築
に
成
る
全
集
に
於
て
先
つ
採
用
せ
ら
れ
た
。

S
c
h
m
i
d
t
の
詳
密
な
様
式
研
究
は
こ
れ
に
力
弧
い

支
持
を
典
へ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
彼
は
各
稿
の
成
立
時
期
を
次
の
如
く
に
推
定
す
る
。

フ
ラ
ン
グ
フ
ル

ト
計
粛
案
J

ー
ー

2
、

ヽ

ー
あ
る
。 か

く
て
『
エ
ト
ナ
』
断
片
を
「
ヱ
ム
ペ

ー
ド

ク
レ
ス
の
死
』
の
前
階
段
ミ
見
る
説
は
｀

リ
ー
ン
集
に
も
、

五

（
二
九
七
）

「
ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

一
九
一

0
年

B
o
h
m
編
簗
の
そ
れ

に
も
採
用
せ
ら
れ
て
殆
さ

一
般
の
承
認
を
得
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。

し
か

る
に

一
九

0
年
に
漑
に
エ

ム。ヘ

ー
ド
ク
レ
ス
劇
の
重
要
性
を
認
誠
し
た

D
i
l
t
h
e
y
の
爛
眼
は
｀
此
の
順
序
．の
貼
に
闘
し
て
も
新
し

い
見
解
を
登
表
し
て
ゐ
る
0

彼
は
特
に
此
前
後
の
閥
係
を
取
り
立
て

ぷ
問
題
ミ
し
て
取
扱
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
が
、

ン
の
想
像
に
彼
の
戯
曲
が
描
か
れ
て
見
る
．、）
、
低
に
書
い
た
も
の
は
（
「
ヱ
ム
ペ
ー
ド
クレ

ス
の
死
」）
彼
に
滴
足
，
笠
典
へ
な
か

っ
た。

ー
ー
か

、
、
ヽ

ブう
ーン

く
て
悲
刺
の
新
し
き
計
粧
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
う
ち
残
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
聯
躙
せ
る
三
つ
の
場
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は

一
の
宗
敬
劇
を
暗

示
す
る
C

」
―こ
い
ふ
言
葉
で
知
ら
れ
る
通
り
、
彼
は

r
ヱ
ト
ナ
」
削
，
で
エ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス

断
片
群
の
最
後
の
も
の
ミ
認
め
て
ゐ
た
の
で

そ
の
後
此
見
解
は
漸
次
優
勢
に
な
つ
て
来
た
。
最
近
に
は
こ
れ
さ
反
劉
の
説
を
主
張
す
る
人
を
知
ら
な
い
"
B
o
h
m
も
前
説
セ
競

へ
し

て

一
九
二
八
年
の

ヘ
ル
デ

ル
リ

ー

ン
評
他
に
は
「
ヱ

ト
ナ
」
問
片
を

エ
ム

ペ
ー
ド
ク
レ
ス
刺
の
第
一二
稿
慨
ミ
名
け
て
ゐ
る
。
次
の

順
位
は

最
近
の
定
説
ミ
見
て
可
い
で
あ
ら
う
。

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
死
第

一
稲

ooo
ー
ー
3
、
仝
、
第
二
稿
憫
J

ー
ー
4
、

エ
ム
。
ヘ

ー

一
八
九
六
年
の
I
、
it
z
m
a
n
n
編
涵
の
ヘ
ル
デ
ル



．
、
4
 

ーヽ
(

2

)

 

(

I

)

 

證
さ
れ
、

三

一
七
九
七
．
七
月
、
八
月
。

（
二
九
八
）

一
七
九
九
、

一
八

0
0
、

此
順
列
、
此
成
立
時
期
の
問
題
に
再
検
討
を
加
へ
て
行
く
こ
―
I

)

は
、
私
の
小
論
の
意
刷
の
範
問
外
に
あ
る
。
私
は
こ
二
で
は
有
力
に
立

一
般
に
承
認
さ
れ
て
ゐ
る
こ

云
つ
て
も
可
い
此
の
意
見
を
そ
の
儘
受
入
れ
て
、
其
基
礎
の
上
に
私
の
考
察
を
進
め
て
行
く
こ
ミ

に
す
る
。
さ
う
し
て
そ
の
進
行
の
途
上
で
到
る
虞
に
自
ら
ま
た
此
順
序
の
問
題
に
獨
れ
る
こ
ー
こ
に
は
な
る
さ
思
ふ
。
私
の
意
岡
は
『

ヱ
卜

ナ
』
断
片
を
中
心
｀
こ
し
て
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
晩
期
の
痰
展
を
追
等
し
ょ
う
ミ
す
る
に
あ
る
。

D
i
l
t
h
e
y
,
 
D
a
s
 E
rl
e
b
n
i
s
 u
n
d
 d
i
e
 
D
i
c
h
t
u
n
g
.
 Fr
i
e
d
r
i
c
h
 
H
o
l
d
e
r
l
i
n. 

W

o
lfg
a
n
g
 S
c
h
m
i
d
t,
 B
e
itr
a
g
e
 z
u
r
 
Stilistik 
v
o
n
 Hi:ilderl
in
s
 "
T
o
d
 d
es 
E
m
p
e
d
o
k
les
"
 

ト
ル
ソ
ー

『エ

ト
ナ
山
上
の
エ
ム
ペ

ー
ド

ク
レ
ス
』
は
僅
に
第
一

癖
の
三
楊
の
み
を
完
成
し
た
大
約
五
百
行
に
過
ぎ
な
い
晰
像
で
あ
る
。
書
上
げ
ら

れ
た
部
分
に
出
て
来
る
人
物
は
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
外
に
は
、

弟
子
パ
ウ
ザ

ー
ニ

ア
ス
ミ
老
人
の
名
を
も
つ
て
本
文
に
現
は
る
A

埃
及

人
（
登
場
人
物
表
に
よ
れ
ば
埃
及
の
喪
者
マ
ー
ネ
ス
）
の
二
人
の
み
で
あ
る
。
全
慨
の
戯
仙
が
完
成
す
れ
ば
侮
此
外
に
ア
グ
リ
ゲ
ン
ト
市

の
王
シ
ュ
ト
ラ
ー
ト
（
ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
の
兄
弟
）
バ
ン
テ
ー
ア
（
ヱ
ム
ベ
ー
ド
ク
レ
ス
の
姉
妹
）
、
従
者
逹
、

及
ァ
グ
リ
ゲ
ン

ト
市

n

ー

ル

民
の
齊
唱
群
が
登
場
す
可
き
で
あ
っ
た
。
詩
形
ミ
し
て
五
脚
無
韻
律
が
用
ゐ
ら
れ
る
。

一
七
九
九
．
七
月
、
八
月。

5
、

文

學

研

究

一
七
九
九
、
九
月
。
6
、

，
 

9l 

第

一一
輯

一
七
九
九
、
十

一
月
、
十
二
月
。

7
、

一
七
九
八
、
十
月
ー
ー

一
七
九
九
、

四
月
或
は
六
月
。
六

3 ヽ

五
月
ー
ー
七
月
U

一
月
、
二
月
。



ヘ
ル
デ
ル
J
I
ン
の
ヱ
ト
ナ
刺
斯
片

七

（
二
九
九
）

ノ・・
9

ア

ス

り
｀
か
：
る
死
は
ひ
ミ
り
救
阻
主
に
の
み
典
へ
ら
れ
た
使
命
で
あ
っ
て
、
普
通
の
人
間
に
は
許
さ
れ
な
い
倍
越
で
あ
る
こ
さ
を
説
い
て
、

第
一1
一場
。
埃
及
の
成
具
者
マ

ー
ネ
ス
が
現
は
れ

る
。
彼
は
エ
ム
。
ヘ

ー
ド
ク
レ
ス
の
捌
民
の
為
に
犠
牲
の
死
食
迩
げ
よ
う
さ
す
る
決
心
を
誠

モ
ー
ロ
ー
グ

第
一
場
は
ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
の
獨
白
で
あ
る
。

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
は
エ
ト
ナ
山
上
で
快
い
睡
か
ら
醒
め
る
。
彼
は
兄
弟
で
あ
る
ア

グ
リ
ゲ
ン
ト
の
王
に
追
放
さ
れ
、
曾
て
自
分
に
服
従
し
た
市
民
に
迫
害
さ
れ
る
楼
遇
の
墨
龍
を
感
謝
す
る
。
そ
の
為
に
こ
そ
彼
は
人
間
の

世
界
か
ら
解
放
せ
ら
れ
て
、
此
山
頂
に
自
然
ご
親
密
な
繋
が
り
を
回
復
す
る
こ
さ
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

「
恰
か
も
俺
に
は
粟
が
生
え
た
や
う
に
此
高
い
山
頂
で
心
は
安
ら
か
に
軽
い
。

」

さ
云
つ
て
喜
ぷ
。
曾
て
「
敬
虔
な
、
愚
か
な
夢
想
家
こ
し
て
、
群
衆
の
嘲
笑
を
耳
に
し
て
泣
き
乍
ら
路
を
行
っ
た
」
彼
は
、
今
は
「
認
ミ

共
に
自
然
の
歌
を
歌
ふ
」
自
由
の
身
さ
な
っ
た
。
今
こ
そ

「
神
は
呼
ぶ
」
。
神
の
召
す
盤
が
聞
え
る
。
此
盤
に
聴
含
召
に
應
す
る
こ
こ
が

彼
の
迦
命
の
成
就
で
あ
る
。

第
二
場
。
師
の
後
を
媒
う
て
弟
子
パ
ウ
ザ

ー
＿
ー
ア
ス
が
来
る
。
彼
は
師
の
為
に
平
和
聞
寂
の
隊
れ
家
ご
し
て
岩
窟
を
見
出
し
た
。
そ
こ

江
彼
は
師
を
伴
つ
て
行
か
う
さ
す
る
。
し
か
し
一
た
ぴ
神
の
啓
を
聞
い
た
ヱ
ム
ベ
ー
ド
ク
レ
ス
は
最
早
一
私
人
で
は
無
い
。
忠
宵
に
自
分

に
仕
へ
る
弟
子
の
言
薬
も
彼
を
動
か
す
こ
さ
は
出
来
な
い
。
「
俺
の
路
は
汝
の
路
で
は
無
い
。
」
二
人
の
蓮
命
は
別
々
で
あ
る
。
若
き
．
ハ
ウ

ザ
ニ
ア
ス
は
術
人
間
の
社
會
に
あ
つ
て
、
活
動
的
な
生
活
を
岱
す
可
ぎ
で
あ
る
が
、
彼
に
は
絶
到
孤
獨
の
外
に
住
む
可
ぎ
境
界
は
残
さ
れ

の
言
薬
は
以
太
利
本
土
へ

渡
り
、
希
脱
へ
往
つ
て
プ
ラ
ト

ー
を
訪
間
せ
よ
ミ
の
勧
告
で
あ
る
。

ミ
よ
り
艇
史
上
の
時
代
錯
誤
で
あ
る
）
さ
う
し
て
尚
魂
の
平
和
ヤ
見
出
す
こ
さ
が
出
来
な
け
れ
ば
埃
及
に
赴
く
こ
さ
を
鷹
め

T
別
れ
る
。

（
プ
ラ
ト
ー
の
名
を
絃
に
出
し
た
の
は
も

て
ゐ
な
い
。
彼
は
自
分
の
許
に
留
ま
り
度
い
さ
い

ふ
弟
子
の
願
を
却
け
て
、
離
別
の
已
む
可
か
ら
ざ
る
を
諭
し
て
山
下
に
遠
へ
す
。
餞
け



び
に
輝
い
て
此
み
さ
り
の
大
地
か
ら
別
le
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。」

紹
稿
案
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
の
筋
の
進
行
は
大
約
次
の
や
う
に
な
る
可
き
で
あ
っ
た
。

・
ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ

ス
は
も
う
一

度
山
を
下

つ
て
、

'丈

彼
が
果
し
て
か
：
る
救
批
主
で
あ
る
か
さ
訊
ね
る
3

エ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
は
自
己
を
犠
牲
こ
し
て
人
間
さ
陣
こ
の
間
の
不
和
を
調
停
す
る

の
は
、
神
に
選
ば
れ
召
さ
れ
た
自
分
の
特
細
で
あ
b
迦
命
で
あ
る
こ
ミ
を
語
る
。
曾
て
ナ
イ
ル
の
岸
で
彼
の
師
匠
で
あ
っ
た
マ
ー
ネ
ス
に

「
あ
な
た
は
曾
て
私
を
敬
へ

た
。
今
日
こ
そ
あ
な
た
は
私
に
尿
ぷ
が

い
:

0

」
ミ
昂
然
さ
し
て

云
ひ
放
つ
。

芭
師
の
諭
し
も
彼

の
決
慈
を
揺
が
す
力
は
無
い
。
た
ゞ
彼
は
そ
の
決
意
を
質
行
す
る
際
に
、
憎
み
を
胸
に
懐
い
て
世
を
去
る
可
き
で
な
い
。

ア
グ
リ
ゲ
ン
ト
に
赴
く
。
王
ミ
會
見
し
て
利
解
し
ょ
う
こ
し
て
成
ら
な
か
つ
た
。
姉

妹
パ
ン
テ
ー
ア
の
執
り
成
し
も
、
彼
を
逐
う
た
こ
さ
を
悔
ゐ
た
國
民
の
請
願
も
、
王
の
心
を
和
げ
る
こ
ミ
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
ヱ

ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
は
そ
の
精
神
の
平
和
を
失
は
な
い
。
彼
は
自
己
の
偉
大
な
使
命
を
信
じ
て
、
悦
ば
し
い
級
牲
の
死
に
赴
く
。
橡
言
者

マ

ー
ネ
ス
も
今
は
彼
が
メ
シ
ア
ス
ー
‘L
し
て
選
ば
れ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
こ

を
人
々
に
説
い

た。

か
：
る
筋
か
ら
成
る
『
ヱ
ト
ナ
」
斯
片
を
そ
の
前
の
『
ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
の
死
、

I
、
[
。
』
ミ
比
較
す
る
時
に
、
先
づ
最
初
に
吾

々
の
目
に
映
す
る
相
違
は
登
場
人
物
の
黙
で
あ
る
。
後
者
の
登
場
人
物
に
は
ヱ

ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
敵
役
こ
し
て
ア
グ
リ
ゲ
ン
ト
の
主
牧

師
ヘ
ル
モ
ク
ラ
ー
テ
ス
ミ
市
長
グ

リ
タ
ス
が
居
る
。
市
長
の
娘
パ
ン
テ

ー
ア
（
前
者
で
は

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
姉
妹
の
名
）
ミ
そ
の
友

に
よ
っ
て
此
阻
界
は
解
浦
し
て
更
生
す
る
。
」

「
エ
ト
ナ
』
断
片
は
こ
A

で
終
つ
て
ゐ
る
。

肘
し
て
、

文

學

研

ク
ブ1、

第

二

illi[ 

「
此
人
こ

そ
神
に
召
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
彼

八

(
-
―

!0
0
)
 

「
そ
の
眼
は
喜



ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
励
片

彼
の
書
い
た
も
の
↓
即
臨
に
散
見
す
る
。

さ
に
慨
ん
だ
時
か
ら
、

逹
の
デ
ー
リ

ア
が
居
る
。
弟
子
．ハ
ウ
ザ
ー―ー

ア
ス
は
雨
者
に
共
通
で
あ
る
が

、

れ
ら
れ
て
あ
る
。

此
外
形
の
焚
化
ミ
、
後
に
脱
く
で
あ
ら
う
府
一
屁
重
要
な
思
想
内
容
の
差
異
か
ら
見
て
、

九

ヱ
ト
ナ
劇
に
於
て
は
以
前
の
姿
の

兄
ミ
い
つ
て
も
い
A

や

う
な
著
し
き
生
長
が
見
ら
れ
る
。
此
等
の
差
異
の
う
ち
で
最
も
重
吸
な
幽
は

一
方
に
の
み
あ
っ
て
他
に
無
き
牧
師
｀
こ
埃
及
の
疑
者
の
二
人

の
姿
で
あ
る
。
尚
エ

ト
ナ
劇
に
於
℃
ア
グ
リ
ゲ
ン

ト
の
王
を
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
兄
弟
ミ
第
し
た
動
に
、
兄
弟
学
閲
の
動
機
が
採
り
入

ー
ド
ク
レ
ス
制
の

一
部
分
ヱ

ト
ナ
山
上
の
場
の
改
作
に
止
ま
る
や
う
な
も
の

で
な
く
、
全
く
新
ら
し
い
計
證
の
も
さ
に
、
以
前
ミ
異
な
る

構
造
を
有
つ
別
の
戯
曲
で
あ
る
こ
さ
は
明
白
で
あ
っ
て
疑
ふ
餘
地
が
無
い
。

此
二
つ
の

晰
片
に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の

敵
役

(
G
e
g
e
n
s
p
ie
l
e
r
)

自
由
を
架
し
ん
で
快
活
で
あ
る
べ

ぎ
少
年
時
代
を
窮
屈
な
テ

ユ
ー
ピ
ン

ゲ
ン
の
帥
根
校
に
送
つ
て
、
厳
格
な
戒
律
｀
苛
烈
な
訓
練
の
も

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
の
胸
中
に
は
職
業
的
宜
教
師
に
即
す
る
反
感
が
強
く
養
は
れ
て
居
た
。
彼
は
後
に
詔
時
の
學
友

ヘ
ー
ゲ
ル

に
宛
て
ふ
旦
敦
師
を
「
テ

ユ
ー

ピ
ン
ゲ
ン
の
培
堀
人
共
」
ミ
罵
倒
し
て
ゐ
る
。
そ
の
外
敬
會
、
宕
教
師
に
討
す
る
侮
蔑
の
語
は

人

マ
ー
ネ
ス
の
姿
に
就
て
考

へ
て
見
る
。

「
帥
理
な
も
の
を
焚
業
の
如
く
螢
む
」
牧
師
の
職
は
ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
が
本
牲
的
に
も
容
る
す

こ
さ
が
出
来
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
母
の
希
望
に
も
係
は
ら
ず
、
彼
は
牧
師
の
職
に
就
く
こ
さ
を
屑
さ
し
な
か
っ
た
。

r
ヱ
ム
ベ

ー
ド
ク
レ
ス
」
削
中
の
ヘ
ル
モ
ク
ラ

ー
テ
ス
は
こ
の
階
級
を
代
表
し
て
、
作
者
の
熱
罵
み
浴
び
せ
か
け
ら
れ
る
為
に
立

つ
て
ゐ

（三
0
1
)

ミ
な
つ
て
ゐ
る
牧
師

ヘ
ル
モ
ク
ラ

ー
テ
ス
ミ
埃
及

ヱ
ト
ナ
劇
は
或
は
云
は
れ
る
や
う
に
ヱ

ム
ペ

_
 



る
や
う
な
役
で
あ
る
。

H
e
u
c
h
l
e
r
,
A
l
l
v
e
r
d
e
r
b
e
r
,
 He
i
l
l
o
s
e
r
,
 de
r
 
s
c
h
la
u
e
 J
a
g
e
r, 
d
e
s
 
Priesters 
R
a
b
e
n
g
e
s
a
n
g
,
 
ihr 
G
o
t
t
v
e
r
 ,
 

Ja
ss
n
e
n
,
 seel
e
nloses 
K
n
e
c
h
t
g
e
f
i
i
h
l
…
…・
・
・
年
守
の
立
十
邸
松
な
語
が
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
口
を
衝
て
出
て
来
る
。

な
狐
師
」
で
あ
る
ヘ
ル
モ
ク
ラ
ー
テ
ス
は
自
己
の
侮
辱
者
が
早
晩
破
滅
に
陥
ゐ
る
べ
き
を
信
じ
て
ゐ
た
。

で
自
分
を
神
ミ
呼
ん
だ
そ
の
日
か
ら
紳
々
は
彼
の
力
を
爺
ひ
去
っ
た
。
」
の
を
誠
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
「
闇
の
中
に
生
氣
な
く
坐
り
込

ん
で
居
る
」
相
手
の
無
力
を
見
通
し
て
、
こ
の
形
骸
を
翌
守
す
る
既
成
宗
放
の
代
表
者
は
、
世
間
的
な
秩
序
互
廊
力
を
代
表
す
る
王
を
放

唆
し
て
、
新
し
き
放
を
説
く
改
革
者
を
追
放
し
、
民
衆
を
煽
動
し
て
彼
を
迫
害
す
る
。

此
外
部
的
窃
藤
に
先
つ
て
エ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
胸
中
に
は
既
に
内
部
的
の

葛
藤
が
現
は
れ
て
ゐ
た
。
彼
は
自
然
ミ
の
辿
結
．
か
絶
た

「
生
れ
ざ
り
し
な
ら
ば
」
の
絶
望
を
弟
子
に
向
つ
て
打
明
け
る
程
に
そ
の
魂
は

打
ち
挫
か
れ
て
ゐ
た
。
曾
て
自
然
の
征
服
者
た
る
誇
ミ
カ
を
具
へ

て
ゐ
た
彼
は
今
や
自
ら
を
「
倣
擾
な
野
様
人」

5
諮
る
や
う
に
な
る
。

さ
う
し
て
内
へ
内
ヘ
ミ
穿
た
れ
て
行
く
自
責
自
嘲
の
凡
に
堪
へ
切
れ
ず
、

「
お
前
逹
の
内
に
さ
こ
に
も
復
響
者
は
ゐ
な
い
か
、
俺
は
獨
り

で
嘲
り
さ
呪
ひ
を
俺
の
魂
に
叫
ぴ
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
ミ
外
に
向
つ
て
、

岡
争
の
相
手
を
求
め

る
や
う
な
氣
分
に
な

つ
て
ゐ

恰
も
か
：
る
心
境
に
在
る
彼
に
逍
途
し
た
牧
師
は
凡
ゆ
る
嘲
罵
の
的
ミ
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
外
的
葛
藤
は
そ
れ
自
身
ご
し
て
工

ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
を
務
か
す
強
い
爵
抗
力
こ
し
て
現
は
れ
て
ゐ
な
い
。
紙
に
紳
に
見
離
さ
れ
た
苦
悩
に
打
の
め
さ
れ
た
彼
に
ご
つ
て
は
、

王
に
逐
は
れ
世
に
棄
て
ら
れ
る
如
ぎ
は
物
の
数
で
は
無
い
。
た
ゞ
此
外
的
葛
廂
は
内
的
蕗
藤
に
据
ん
で
彼
が
再
び
自
己
一
竺
取
り
直
す
誘
因

さ
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
既
に
彼
の
内
に
目
ざ
め
た
罪
過
の
意
識
｀
絶
固
無
力
の
自
売
か
ら
必
然
的
に
生
れ
来
る
べ
ぎ
魂
の
醇
化
の
過
程

た。 れ
、
神
々
か
ら
見
棄
て
ら
れ
た
自
分
を
悲
し
ん
で
ゐ
た
。

文

學

研

2"' 
）し

第

二

輯

1
0
 

「
此
狂
酔
し
た
男
が
公
衆
の
前

こ
れ
に
肘
し
て
「
狡
猾

（三
0
1―
)



ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
斯
片

一
部
で
あ
っ
た
ら
う
。

を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る

(
B
o
h
m
)
。

『ヱ

ト
ナ
」
断
片
の
マ
ー
ネ
ス
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
別
抗
す
る
働
き
こ
し
て
の
力
が
弱
竺
前
の
槌
概
に
記
し
た
通
り
、
此

劇
に
於
て
上
ム
。
ヘ

ー
ド
ク

レ
ス
は
紙
に
魂
の
醇
化
を
経
て
、
更
生
し
た
人
物
こ
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
彼
が
國
民
を
救
ふ
為
に
徹
牲
の
死

を
遂
げ
よ
う
ミ
す
る
決
意
は
も
う
彼
の
う
ち
に
成
熟
し
て
ゐ
た
。

マ
ー
ネ
ス
は
た
ゞ
此
決
意
を
も
う
一

度
反
省
し
て
見
る
機
會
を
彼
に
典

へ
る
為
に
出
て
来
た
に
す
ぎ
な
い
。
マ

ー
ネ
ス
は
彼
を
ま
ミ
も
か
ら
非
難
し
は
し
な
い
。
神
人
不
和
の
世
界
に
新
し
き
救
ひ
主
の
出
現
が

待
望
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
究
格
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
が
果
し
て

そ
の
人
で
あ
る
か
を
問
ひ
訊
す
の
で
あ
る
。

ム
ペ
ー
ド

ク
レ
ス
は
マ

ー
ネ
ス
の
言
業
に
封
し
て
自
分
の
決
意
の
動
機
経
過
を
話
す
。

丁
炭
自
分
の
信
念
を
今
一
た
ぴ
鋭
に
照
し
て
見
直

し
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

マ
ー
ネ

ス
の
出
現
は
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
決
意
を
、
も
う
一

度
念
を
押
し
て
確
か
め
、

さ
不
安
を
箭
仰
せ
し
め
る
働
き
を
す
る
。

二
人
の
別
話
は
謂
は
ゞ
エ

ム
ペ
ー
ド

ク
レ
ス
胸
中
の
自
問
自
答
で
あ
る
か
の
や
う
な
感
を
典
へ

ヱ
ム

ペ
ー
ド

ク
レ
ス
の
幼
時
の
師
で
あ
っ
た
さ
い
ふ

こ
ミ

は
一
府
此
感
を
深
く
せ
し
め
て、

．彼

を
象
徴
的
な
姿
に
す
る
。
彼
は
エ

ム
ペ
ー
ド

ク
レ
ス
の
良
心
、
デ
ー
モ

ン
を
代
表
す
る
も
の

―こ
も
見
る
こ
さ
が
出
来
よ
う
。

マ
ー
ネ
ス
が
埃
及
の
人
で
あ
っ

た
こ
ミ
に
別
し
て
如
何

に
解
闊
す
ベ
キ
さ
か
ミ
い
ふ
黙
に
就
て
は
色
々
に
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
言

薬
の
中
に

「
汝
等
希
戦
人
は
凡
て
小
供
で
あ
る
」
さ
有
る
の

ミ
、
プ
ラ
ト
ー
の

「
テ
イ
マ

イ
オ
ス
』
中
の
埃
及
の
祭
司
の
言
薬
ミ
の
類
似

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
希
戦
は
常
に
そ
の
背
後
に
ア
ジ
ア
を
有
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て

ア
ジ
ア
こ
そ
ヘ

ラ
ス
の
舟
で

マ
ー
ネ

ス
が
遠
い
埃
及
の
人
で
あ
り
、

る
。

そ
れ
は
兎
も
角
恐
ら
く
埃
及
は
ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
の
世
界
蹴
に
高
い
地
位
を
占
め
る
ア
ジ
ア
の

に
加
へ
ら
れ
た
一
の
拍
車
の
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（三
01―
―
) し

一
切
の
疑
惑 ヱ



然
哲
慰
者
に
し
て
宗
敦
家
で
あ
っ
た
ヱ

ム。ヘ

ー
ド
ク
レ
ス
の
人
物
が
、

四

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
-
―

10
四）

以
上
に
述
べ
た
ヘ
ル
モ
ク
ラ

ー
テ
ス
ミ
マ
ー
ネ
ス
の
ヱ

ム
ベ

ー
ド
ク
レ
ス
に
弱
す
る
敵
役
ミ
し
て
の

働
含
の
比
校
だ
け
か
ら
見
て
も
、

「
エ
ト
ナ
」
劇
が

「
エ
ム
ベ

ー
ド
グ
レ

ス
」
削
に
比
し
て
戯
鼎
的
窃
廊
が
稀

栂
こ
な
つ
て
居
る
こ
ミ

は〔手
は
れ
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
後

者
が
前
者
よ
り
も
普
通
の
見
か
た
で
戯
仙
的
紳
続
の
登
迩
し
た
、
従
っ
て
少
く
さ
も
此
黙
で

は
か
い
戯
曲
的
で
あ
る

ミ
は
云
は
れ
る
で
あ

ら
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
ミ
云

つ
て

『
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス

』
劇
に
於
て

『エ

ト
ナ
」
削
の
改
善
進
歩
を
認
め
、
唯
そ
の
理
由
か
ら
成

立
の
前
後
を
断
定
し
よ
う
ー
‘
示
す
る
の
は
い
ふ
迄
も
な
ぎ
大
き
な
過
り
で
あ
る
。
質
に
デ
ィ
ル
タ
イ
が
云
っ
た
通
り

「
此
悲
劇
の
晰
片
に
接

す
る
時
は
、
レ

ッ
シ
ン
グ
及

シ
ッ

レ
ル
の
規
矩
や
藝
術
形
式
、
及
そ
れ
等
の
標
準
に
従
つ
て
ヘ
ル
デ
ル
リ

ー
ン
の
戯
曲
を
非
戯
鼎
的
こ
す

る
批
判
を

一
切
忘
れ
去
つ
て
了
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の

戯
曲
を
そ
の
獨
自
性
に
於
て
見

吾
々

は
次
に
目
を
韓
じ
て
諸
斯
片
に
共
池
な
主
人
物

ヱ
ム

。ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
の
姿
を
看
よ
う
ミ
思
ふ
。

閉
が
分
離
結
合

に
よ
っ
て
現
象
の
要
化
生
滅
を
説
き
、
種
々
の
奇
蹟
を
行
ひ、

塞
界
の
秘
密
を
啓
示
し
て
民
衆
の
節
依
を
博
し
た
自

催
脱
に
偲

へ
ら
れ

る
彼
の
エ

ト
ナ
山
上
の
死
が
殊
に
強
く
彼
の
典
味
を
刺
戟
し
た
の
で
あ
ら
う
ミ
思
ふ。

あ
り
、

そ
れ
故
に
ま
た

一
切
の
文
化
の
源
で
あ
っ
た
。

文

學

研

究

第

二
輯

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
注
意
を
惹
い
た
こ
ミ
は
想
像
せ
ら
れ
る
が
、



姿
の
痰
屎
を
追
究
す
る
こ
-
こ
に
外
な
ら
な
い
。

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
は
何
故
に
自
ら
炎
の
死
を
遂
げ
た
か
。

ー
ド

ク
レ
ス

諸
断
片
の
第

一
段
階
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

も
つ
こ
も
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
は
初
め
ソ
ー
ク
ラ
テ
ス
の
死
の
劇
化
を
考
へ
て
ゐ
た
。

ん
で
死
に
就
い
た
こ
ミ
を
希
殿
劇
の
坪
想
に
従
つ
て
制
作
し
ょ
う
」
f

ぷヽす
る
意
岡
が
述
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
。

し
か
し
彼
に
は
本
質
的
に
ソ

ー

ク
ラ
テ
ス
よ
り
も
自
分
に
近
い
シ
シ
リ
ア
の
賢
者
の
Jlt
烈
な
死
に
一
府
心
を
惹
か
れ
た
さ
見
え
て
、
ソ

ー
ク
ラ
テ
ス
刺
を
思
止
ま

つ
て
、

一
七
九
七
年
に
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク

レ
ス
測
の
計
翫瓦を
樹
て
た
。
こ
れ
が
フ
ラ
ン
グ
フ
ル
ト
計
猥
案
さ
稲
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

ヱ
ム
。
ヘ

そ
の
頃
の
唐
翰
に
も
、
「
私
は
そ
の
素
材
に
弧
く
心
を
惹
か
れ
た

一
の
悲
劇
の
極
め
て
詳
網
な
計
班
を
作
っ
た
。
」
ミ
云
つ

て
ゐ
る
が
、

彼
が
素
材
に
強
く
心
を
惹
か
れ
た
こ
い
ふ
貼
は
何
よ
り
先
づ
ヱ
ム

。ヘ
ー
ド

ク
レ
ス
の
死
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ソ

ー
ク
ラ
テ
ス
の
場
合
に
於

て
も
彼
の
刷
心
を
惹
い
た
そ
の
死
が
こ
A

で
は

一
屁
象
徴
的
な
意
義
4

で
需
ぴ
て
彼
に
迫

つ
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス

を

歌
．っ
た
彼
の
小
詩
を
見
て
も
、
ま
た
出
来
上
っ
た
劇
を

「
ヱ
ム

ペ
ー
ド

ク
レ
ス
の
死
」
ミ
題
し
た
こ
ミ
か
ら
見
て
も
、
そ
の
死
が
問
題
の

中
心
f

こ
さ
れ
て
ゐ
た
こ
さ
が
知
ら
れ
る
。
さ
う
し
て
彼
の

戯
鼎
は
此
死
の
象
徴
的
解
輝
で
あ
っ
た
。

そ
の
動
賎
つ
け
は
諸
断
片
に
よ
っ
て
拠
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
比
較
し
て
見
る
こ
さ
は
や
が
て
諸
断
片
に
於
け
る
ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
の

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
計
瑚
案
に
就
て
見
る
。

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
は
紙
に
久
し
く
そ
の
「
感
梢
さ
哲
肛モ
‘こに
由
て
文
化
憎
悪
の
傾
向
」
を

有
し
、
凡
て
の

「限
定
さ
れ
た
職
業
を
侮
蔑
し
、
あ
ら
ゆ
る
一
而
的
な
存
在
の
敵
で
あ
っ
た
。

」
彼
は
妻
に
説
き
動
か
さ
れ
て
ア
グ
リ
ゲ

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
斯
片

合一

0
五）

一
七
九
四
年
の
書
翰
に
は
「
孤
猥
の
哲
學
者
が
喜



度
を
持
し
、
諦
念
の
接
地
に
止
ま
つ
て
ゐ
る
の
に
別
し
、

「ヱ

ト
ナ
』
断
片
に
見

ン
ト
の
祝
祭
に
臨
み
、
抑
へ
が
た
い
反
感
を
煽
ら
れ
る
。
こ
れ
を
脱
因
こ
し
て
起
っ
た
家
庭
の
不
和
は
、
彼
が
私
か
に
抱
い
て
ゐ
た
家
を

棄
て
世
を
逝
れ
よ
う
さ
す
る
宿
願
の
質
現
を
促
進
す
る
。

ヱ
ト
ナ
山
間
寂
塞
の
接
に
人
間
を
避
け
た

ヱ
ム
ベ
ー
ド
ク
レ
ス
は
自
然
に
討
し
て
節
依
信
順
の
念
を
深
く
す
る
。
さ
う
し
て
一
度
は
家

族
さ
市
民
の
請
を
容
れ
て
山
を
下
る
が
、

嫉
妬
者
の
煽
動
に
よ
っ
て
市
民
が
彼
を
迫
害
す
る
に
及
ん
で
、
再
び
山
に
登
つ
て

死
を
決
す
る

此
梗
概
的
計
盤
案
か
ら
は
も
ミ
よ
り
彼
の
死
の
決
意
の
動
機
は
精
細
に
脱
ふ

こ
さ
は
出
来
な
い
。
た
｀
ゞ
彼
の

立
像
が
民
衆
に
よ
っ

て
倒

「
紙
に
久
し
く
彼
の
裡
に
ぎ
ざ
し
て
ゐ
た
自
登
的
な
死
に
よ
っ
て
、
無
限
の
自
然
ご
結

（
第
四
甜
の
條
）
ミ
記
し
て
あ
る
。
さ
う
し
て
第
五
称
に
至
つ
て
「
ヱ
ム
ベ
ー
ド
ク
レ
ス

は
死
の
準
備
を
す
る
。

此
決
心
を
喚
ぴ
起
し
た
諸
の
外
的
誘
因
は
今
や
全
く
彼
に
こ
つ
て
は
消
え
失
せ
、
彼
は
此
袂
意
を
彼
の
本
牧
の
最

奥
か
ら
生
れ
た
必
然
ミ
見
倣
す
」
や
う
に
な
っ
た
ミ
あ
る
。
動
機
の
此
内
而
化、

深
化
の
過
程
は
こ
A

に
は
そ
の
消
息
を
稲
か
に
し
て
ゐ

な
い
。
恐
ら
く
自
然
へ
の
沈
病
が
彼
を
叱
認
識
丘
覗
い
て
行

っ
た
の
で
あ
ら
う
ミ
思
は
れ
る
。

此
計
猥
か
ら
見
ら
れ
る
ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
の
死
は
、
後
の
諸
稿
に
見
る
ご
ミ
き
仰
大
な
死
で
な
い
。
そ
の
動
機
は
出
疲
貼
に
於
て
人

間
社
會
の
狭
瞬
‘み
質
弱
に
対
す
る
厭
雛
の
念
で
あ
り
、

そ
の
到
逹
黙
に
於
て
倫
ほ
獨
善
的
な
傾
向
を
免
れ
な
い
。

る
や
う
な
彰
町
ず
的
動
機
は
こ
；
で
は
全
く
影
を
も
見
せ
な
い
。
B
r
a
n
d
e
n
b
u
r
g
も
云
ふ
通
h
、
こ
の
計
齋
は
侮
『
ヒ
ュ
。
ヘ
ー
リ
オ
ン
』

さ
仝
じ
平
面
に
立
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
て
ゐ
る
ご
思
は
れ
る
貼
は
、
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
が
受
動
的
な
態

合
し
よ
う
さ
す
る
決
心
が
今
や
成
熟
す
る
。
」

さ
れ
、
彼
が
市
門
の
外
に
逐
ひ
や
ら
れ
て
か
ら
、

や
う
に
な
る
。 文

學

研

” ）し

第

二

輯

エ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
は
自
ら
死
に
就
く
こ
さ
に
由
て
自
然
ミ
―
つ
に
な
ら
う
こ

一四

(
―
―

10
六
)



ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
断
片

的
表
現
を
齊
出
し
て
ゐ
る
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー

ン
の
宇
宙
観
に
依
れ
ば
‘

ぎ
く
し
て
憚
劾
す
る
俯
上
挽

(
H
y
b
r
i
s
)

の
罪
で
あ
る
。

第

一
稿
に
な
る
こ
、

一五

(
1
1
!
0
七）

ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
死
に
は
新
に
哨
罪
‘
)
い
ふ
動
機
が
附
加
へ
ら
れ
る
。
彼
は
神
の
前
に
大
き
な
罪
過
を
犯
し

た
が
弼
に
自
然
ミ
全
く
分
裂
し
て
深
い
悲
哀
に
製
は
れ
る
。
彼
は
こ
の
罪
を
俯
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
彼
の
罪
過
さ
は
牧
師
が
盤
を
大

H
y
b
ri
s
の
罪
が
如
何
に
し
て
成
立
し
た
か
さ
い
ふ
事
を
見
る
前
に
、

ヘ
ー
ロ
ス

を
有
す
る
堅
雄
の
概
念
を
明
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

吾
々
は
先
づ
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
世
界
観
に
於
て
特
殊
の
意
義

ヘ
ー
ロ
ス
は
一
口
に
云
へ
ば
神
々
ミ
人
間
の
中
間
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
稗
々
か
ら
生
れ
た
も
の
ミ
し
て
帥
性
を
享
有
し
、
神
界
の

に
か

神
秘
に
参
典
す
る
こ
さ
が
出
米
る
が
、
し
か
し
一
方
人
間
ミ
し
て
死
ぬ
べ
ぎ
果
無
き
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
ミ
人
間
ミ
の
間
の
仲
介
者

さ
し
て`

神
の
道
を
人
間
の
世
界
に
宜
布
し
、
窟
現
す
る
理
な
る
使
命
を
有
つ
。
し
か
し
人
間
で
あ
る
こ
ミ
は
神
ミ
し
て
は
煩
は
し
き
束

縛
で
あ
り
．
紳
で
あ
る
こ
こ
は
人
間
ミ
し
て
は
分
不
相
應
な
貨
荷
で
あ
る
。

ー

神
々
ミ
人
間
の
交
互
作
用
の
交
叉
咄
で
あ
る
が
故
に
そ
れ
は
そ
の
存
在
に
於
て
低
に
悲
劇
的
で
あ
る
。

ヘ
ー
ロ
ス
の

H
y
b
r
i
s

は
半
ば
人
間
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
を
神
さ
す
る
さ
こ
ろ
に
生
れ
る
。
讃
歌
『
ラ
イ
ン
」
に
於
て
す
ぐ
れ
た
藝
術

三
階
級
に
は
そ
れ
ぞ
れ
守
る
べ
き
節
度
の
法
則
が
あ
る
。
こ
れ
を
犯
す
こ
さ
は
宇
宙
の
秩
序
を
攪
き
乱
す
こ
さ
で
あ
る
。
神
々
さ
雖
節
制

を
失
つ
て
一
時
に
餘
り
多
く
の
も
の
を
人
間
に
施
典
す
る
こ
さ
は
宇
宙
の
調
和
を
破
る
基
さ
な
る
の
で
あ
る
。

を
破
り
分
限
を
超
ゆ
る
危
瞼
に
聯
ら
さ
れ
る
こ
-
ヽ
ぶ
が
最
も
多
い
の
は
批
に
い
ふ
如
く
中
間
の
存
在
で
あ
り
、
二
重
性
を
有
つ
総
で
あ
る
。

す
る
能
動
的
な
態
度
を
採
る
こ
さ
で
あ
る
。

ヘ
ー

ロ
ス
は
此
中
で
節
度

帥
（
或
は
帥
々
）

I
埋
雄

(
H
e
m
s,
H
e
ld
,
 G
e
n
i
u
s
)
ー
人
間
の

こ
A

に
ヘ

ー
ロ
ス
の
深
き
憐
が
あ
る
。

i
.
 

此
二

重
性
の
故
に



第

一
稿
憫
に
な
つ
て
、

ぼ、
＇ 

「彼

(
1
1
1
0
八）

も
強
く
、
最
も
直
接
に
感
ず
る
の
は
ヘ

ー

ロ
ス
で
あ
る
。
し
か

し
彼
は
此
態
感
に
興
裕
し
、
狂
酔
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
飽
く
ま
で

フ
ラ
ン
グ
フ
ル

ト
計
毀
案
に
見
る
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
に
は
ヘ

ー

ロ
ス
の
氣
愧
が
無
い
。
作
者
が
如
何
に
考
へ
て
居
た
に
も
せ
よ
、
吾

々
は
そ
れ
か
ら
駆
町
の
印
象
を
受
取
る
こ
ー
‘
ぶ

が
出
来
な
い
。
こ
A

で
彼
は

一
の
家
族
中
の
夫
で
あ
り
父
で
あ

っ
て
、
家
庭
の
不
和
の
第
に

家
を
出
る
人
で
あ
る
。

山
に
入

っ
て
か
ら
追
う
て
来
た
要
の
愛
に
惹
か
さ
れ、

ま
た
自
分
の
立
像
が
市
に
立
て
ら
れ
た
さ
聞
い

て、

山
を
下
り
て
市
へ
節
つ
て
行
く
人
で
あ
る
。
此
計
菊
だ
け
か
ら
見
れ

、、

を
質
世
界
に
繋
ぎ
ミ
め
る
唯

一
の
絆
で
あ
る
愛
ミ
名
券
の
た
め
に
」

、
。
,"` 

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
が
外
の
揚
合
に
到
る
臨
で
證
眼
し
て
ゐ
る
ヘ

ー
ロ

ス
に
は
お
よ
そ
緑
の
遠
い
姿
ミ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
姿
は
生
長
し
て
ヘ

ー
ロ

ス
の

地
位
に
高
め
ら
れ
た
。
彼
は
自
然
の
秘
密
に
通
眺
し、

自

然
を
制
駁
す
る
路
を
憫
得
し
て
様
々
の
奇
蹟
4

を
行
っ
て
ゐ
た
。
牧
師
は
神
を
僣
稲
す
る
暴
憾
不
遜
の
徒
ミ
し
て
破
滅
の
蓮
命
を
彼
に
刻
印

す
る
。

し
か
し
牧
師
の
呪
咀
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
彼
は
自
身
で
此
憎
上
蝕
の
罪
を
意
誠
し
、
そ
の
別
の
重
さ
を
身
に
荷
つ
て
梱
ん
で
ゐ

た
の
で
あ
る
。

自
然
の
生
活
を
餘
り
に
知
り
す
ぎ
、
餘
り
に
そ
れ
に
押
れ
す
ぎ
た
彼
は
最
早
自
然
畠
詈
な
も
の
ミ
考
へ
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
さ
う
し
て
自
然
を
奴
僕
の
t
'
J

ff)

く
に
瞬
使
し
て
わ
れ
ひ
こ
り
紳
で
あ
る
ー
ミ
公
言
し
て
ゐ
た
。
紳
々
は
こ
の
畏
ろ
し
い
H
y
b
r
i
s

,
 
忽
副

せ
す
に
は
措
か
な
い
。
紳
々
の
怒
は
彼
を
粟
を
も
が
れ
た
鳥
の
や
う
一
に
無
力
な
も
の
に
し
た
。
四
大
こ
の
深
密
な
結
合
に
由
つ
て
の
み
甫

h
ei
li
g
，且
c
h
t
e
r
n

に

（
ヘ
ル
デ

ル
リ
ー

ン
は
駆
獨
特
の
意
味
4

を
有
た
せ
て
此
言
葉
を
用
ゐ
て
ゐ
る
）
守
り
立
て
こ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

た
か
ふ

『
わ
が
所
有
」
ミ
隠
す
る
詩
の
中
に

「
空
な
る
高
虚
よ
、
汝
は
餘
り
に
も
強
く、

わ
れ
を
上
に
さ
引
き
寄
す
る
」
さ
云
っ
た
そ
の
力
を
最

天
の
豊
か
な
る
牲
物
に
よ
る
充
溢
が
艇
々
ヘ

ー
ロ

ス
を
し
て
地
の
繋
縛
を
忘
れ
し
め
る
の
で
あ
る
。

文

躯

研
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二

輯
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ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
斯
片

め
て
行
ひ
得
ら
れ
る
奇
践
の
能
力
は
彼
か
ら
全
く
失
は
れ
て
し
ま
っ
た
。

一七

第
二
稿
盟
に
な
る
ミ
、
此

H
y
b
r
i
s
の
罪
過
は
一
府
弧
調
せ
ら
れ
る
。
エ
ム
ペ
・
ド
ク
レ
ス
の
國
の
民
間
に
有
す
る
信
望
を
憫
れ
て
彼

の
追
放
乞
昭
躇
す
る
國
王
に
向
つ
て
、
牧
師
は
再
三
再
四
そ
の
破
滅
の
必
然
を
脚
言
し
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
こ
こ
で
見
逃
し
て
な
ら
な
い

婆
化
は
牧
師
の
姿
が
高
め
ら
れ
て
来
て
ゐ
ら
こ
ー
こ
で
あ
る
。
第
一
稿
憫
に
於
て

は
牧
師
は
エ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
勢
力
を
妬
む
術
勢
力
の

代
辮
者
以
上
に
多
く
出
て
ゐ
な
か
っ
た
。
第
二
縞
盟
に
至
っ
て
彼
は
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
罪
過
ミ
絶
望
を
鋭
く
見
抜
き
、

解
す
る
も
の
は
強
者
よ
h
も
強
い
」
―
こ
い
ふ
俊
越
感
を
も
つ
て
臨
ん
で
ゐ
る
。
彼
は
神
の
道
を
地
に
布
く
も
の
A

守
る
可
き
掟
を
説
い
て

「
吾
々
は
人
間
が
餘
り
に
強
く
光
に
近
よ
ら
な
い
や
う
に
、
そ
の
眼
に
帯
を
す
る
。

帥
的
の
も
の
が
彼
等
の
前
に
現
前
し
て
は
な

ら
な
い
。
」
さ
い

ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
は
「
紳
々
の
恩
廊
セ
氣
前
よ
く
凡
俗
の
前
に
曝
露
し
た
。

」
彼
は

「
餘
り

に
人
間
を
愛
し
す
ぎ
た
」
罪
を
明
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
れ
て
来
て
ゐ
る
。

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
罪
過
ー

H
y
b
ri
s
に
は
こ
A

で
愛
他
的
要
素
が
強
闘

牧
師
の
脱
く
知
悲
は

ヘ
ル
デ
ル
リ

ー

ン
自
身
が
ヘ

ー
ロ
ス
ミ
し
て
の
詩
人
へ
の
戒
5
し
て
艇
説
く
ミ
こ
ろ
ミ
仝
じ
精
神
で
あ
る
。
神
々

の
整
を
人
間
に
仲
継
ぎ
す
る
こ
ミ
が
詩
人
の
尊
い
天
職
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
偲

へ
る
の
に
鋸
骨
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
た
惜
し
氣
も
な

少
し
づ

：
そ
の
片
鱗
を
洩
ら
す
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ミ
い
ふ
の
で
あ

る
。
節
制
は
典
へ
る
場
合
に
も
厳
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
ロ
ス

兎
も
角
も
第

一、

第
二
の
稿
に
な
つ
て
ヱ
ム
ベ

ー
ド
ク
レ
ス
の
姿
は
柴
雄
、
牛
神
に
成
長
し
た。

＜
凡
て
を
浪
股
し
て
は
な
ら
ぬ
。
何
物
か
に
蔽
ひ
乍
ら
、

ゐ
る
。

「
強
者
を
理

フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
計
盤
に
現
は
れ
る

家
庭
不
和
の
動
機
、
そ
の
他
の
第
二
次
的
な
嬰
素
は
姿
除
せ
ら
れ
、
劇
の
筋
は
著
し
く
樅
純
化
さ
れ
て
来
る
。（三

0
九）



は
恕
す
べ
き
も
の
が
無
い
で
は
な
か
つ
た
。

が
、
し
か
も
之
に
反
し
た
説
が
行
は
れ
得
た
一
の
理
由
は
、

オ
ン
』
に
接
し
、

『
ヱ
ト
ナ
』
断
片
は
そ
の
後
の
限
歌
の
世
界
に
連
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
褻
展
の
路
筋
を
追
尋
し
た
だ
け
で
も
、

『
ヱ
ト
ナ
』
断
片
に
至
つ
て
は
全
く
而
目
を
'
-
新
す
る
。

q

――I 
0) 

エ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
は
、
自
然
ミ
の
協
調
を
全
く
失
つ
て
、
滅
亡
の
道
を
辿
り

つ
i

あ
る
悩
民
を
梱
ふ
に
は
、
自
己
を
犠
牲
に
し
て
そ
の
罪
を
眼
ふ

よ
り
外
は
無
い
こ
考
へ
た
。
さ
う
し
て
此
事
は
彼
が
「
生
れ
た
時
に

既
に
決
定
せ
ら
れ
た
」
宿
命
で
あ
る
ミ
信
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
最
早
彼
の
罪
過
｀
こ
い
ふ
べ
ぎ
も
の
は
な
い
。
彼
の
死
は
扱
牲
の
死
．

で
あ
り
、
彼
の
姿
は
晶
督
の

ご
ミ
＜
闘
光
を
褒
う
て
輝
い
て
来
る
。
橡
言
者
マ

ー
・ネ
ス
が
「
彼
に
於
て
枇
界
の
季
岡
は
和
げ
ら
れ
、
彼
は

人
間
ミ
神
々

を
調
停
す
る
」
ミ
云
っ
た
新
し
ぎ
救
世
主
こ
そ
彼
で
あ

っ
た
。
劇
は
宗
敬
劇
、
メ
シ
ア
ス
削
に
高
め
ら
れ
る
。

で
あ
る
こ
ミ
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
其
外
の
獣
は
之
ヤ
措
い
て
唯
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
姿
だ
け
を
取
出
し
て
考
へ
て
見
て
も
、
最

も
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
計
甕
案
に
近
い
の
は
第

一
稿
慨
で
あ
っ
て
｀

そ
こ
で
は
ま
だ
利
己
的
な
、
獨
善
的
な
趣
を
脱
し
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
が

第
二
稿
盟
、

r
ヱ
ト
ナ
』
断
片
を
第
一
、
第
二
稿
憫
以
前
の
作
さ
す
る
此
逆
の
見
方
は
か
な
h
に
不
自
然

ヱ
ト
ナ
断
片
さ
進
ん
で
、
平
兄
に
メ
シ
ア
ス
の
姿
に
高
め
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
此
進
行
が
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
此
期
の
後

展
に
並
行
し
て
ゐ
る
こ
ミ
は
そ
の
他
の
文
献

（
瞥
翰
、
詩
等
）
に
徽
し
て
も
知
ら
れ
る
。
彼
の
晩
期
の
疲
展
は
此
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
諸

稿
の
う
ち
に
小
規
模
に
繰
返
さ
れ
て
ゐ
る
ミ
見
ら
れ
よ
う
。
さ
う
し
て
ま
た
そ
れ
故
に
こ
そ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
計
整
案
は
「
ピ
ュ
ペ
ー
リ

か
く
考
へ
れ
ば
ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
諸
稿
の
賄
序
の
問
題
は
常
初
か
ら
か
く
認
め

ら
る
可
き
も
の
こ
し
て
疑
問
は
無
か
っ
た
筈
で
あ
る

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
作
品
の
蒐
集
．
賂
耶
、
公
刊
が
比
較
的
に
近
時
ま
で
完

全
に
行
は
れ
ず
、
従
つ
て
十
分
な
文
献
的
研
究
の
材
料
に
乏
し
か
っ
た
に
依
る
。
此
勘
に
於
て
最
初
誤
っ
た
説
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
こ
に

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
研
究
の
痰
逹
ミ
共
に
此
等
の
謬
見
が
次
第
に
修
正
さ
れ
て
行
っ
た
の
は
賞

文
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ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ンの

エト
ナ
刺
断
片

し
か
し
こ
A

に
尚
ほ
考
ふ
可
き
は
、
艇
に
も
述
べ

た
ゃ
う
に
此
誤
っ

た
判
晰
の
根
様
の
一
ミ
し
て
普
通
の
戯
曲
論
の
尺
度
が
採
用
さ
れ

て
ゐ
る
こ
さ

で
あ
る
。
デ

イ
ル

タ
イ
の
い
ふ
如
く
そ
の
際
忘
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

レ
ッ
シ
ン
グ

や
シ
ッ

レ
ル
の
藝
術
形
式
を
持
出
し

そ
の
規
矩
に
照
ら
し
て
作
の
優
劣
を
論
じ
て
ゐ
る
こ
こ
で
あ
る
。

も
、
そ
れ
は
そ
の
立
場
さ
し
て
許
さ
る
可
き
こ
さ
で
は
あ
る
が、

一九

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー
ン
の
場
合
の
i

｀
ミ
＜
極
め
て
特
殊
な
世
界
を
有
つ
て
ゐ

る
も
の
に
向
つ
て
、

喘
通
一
般
の
標
準
を
賞
て
嵌
め
て
行
く
こ
さ
は
、

射
象
を
歪
曲
し
て
煎
髄
に
獨
れ
な
い
危
瞼
，
忽
伴
ふ
。
殊
に
さ
う
い

ふ
異
な
っ
た
立
場
か
ら
の
標
準
を
基
ミ
し
て
ヘ
ル

デ
ル
リ
ー
ン

自
身
の
進
歩
嶺
展
を
説
く
『ここ
ろ
に
大
ぎ
な
過
誤
が
描
は
つ
て
ゐ
る
の

は

勿
論
で
あ
る
。

ヱ
ト
ナ

断
片
は
ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド

ク
レ
ス
の
内
心
の
葛
藤
及
外
的
葛
藤
を
凡
て
戯
北

の
動
作
以
前
の
出
来
事

(
Vo
r
g
e
s
ch
i
c
h
t
e
)
•

1
Jし
て

獨
白
の
中
に
織
込
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
、
以
前
の
縞
憫
に
比
較
す
れ
ば
削
勁
作
は
拙
し
く
躍
調
―こ
な
り
岡
素
ミ
な
つ

て
ゐ
る
。

し
か
し
此

事
は
ヘ
ル
デ
ル

リ
ー
ン

自
身
か
ら
見
れ
ば
常
然
の
推
移
で
あ
っ
て
、
瞥
通
の
臥

llh論
を
以
て
律
し
得
ら
れ
な
い
彼
自
身
の
痰
展
で
あ
り
｀

高
昇
で
あ
る
。
丁
度
此
劇
を
書
い
た
頃
ヘ

ル
デ
ル
リ
ー
ン
は

『
ヱ
ム
。
ヘ

ー
ド

ク
レ
ス
の
非
礎
」
そ
の
他
美
根
上
の
論
文
敷
篇
を
書
い

て
ゐ

て
、
彼
の
思
想
は
―

つ
の
展
開
期
に
あ
っ
た
。

さ
う
し
て

『
ヱ
ト
ナ
』
斯
片
は
明
か
に
此
展
開
を
反
映
し
て
居
る
作
品
で
あ
っ
て
、
か
A

る
背
最
を
全
く
無
視
し
て
こ
れ
を
論
ず
る
こ
ミ
は
不
親
切
な
、
餘
り
に
投
げ
ゃ
り
の
態
度
ミ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

晩
期
の
思
想
、
作
品
が
顧
み
ら
れ
す
、
叉
は
誤
っ
た
閥
察
を
受
け
る
の
は
彼
の
世
界
に
沈
潜
す
る
こ
さ
を
し
な
い
根
的
怠
骰
に
基
く
さ
こ

｀
ろ
が
多
い
。
さ
う
し
て
狂
疾
の
徴
候
が
既
に
現
は
れ
て
ゐ
る

さ
い
ふ
こ
ミ
を
逃
げ
路
ご
し
て
、
晩
期
の
作
品
の
検
討
は
等
閑
に
せ
ら
れ
て

て
来
て
、

然
で
あ
る
。

（
三
一
―
)

も
さ
よ
り
如
何
な
る
尺
度
を
用
ゐ
て
作
品
に
臨
む
ー
こ
し
て



逸
の
戯
訓
史
上
獨
特
の
も
の

で
あ
っ
て
、

ヘ
ッ
ベ
ル
の
諸
劇
は
そ
の
絶
頂
を
示
す
ミ
云
つ
て
ゐ
る
。

<
｀
 

「
あ
る
思

ヘ
ル
デ

ル
リ
ー

ン
の

r
ヱ
ム
ペ
ー
ド

＇ゐ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ン

ゲ
ル
は
獨
漁
の
文
學
史
上
、

(―――-m
 

レ
ッ
シ
ン

グ
の

『
ナ
ー
タ
ン
」

に
源
，
ヱ
痰
し
、
シ
ッ
レ
ル
の

『
ド
ン
0

カ
ル

ロ
ス
』
か
ら
ゲ
ー
テ
の

『
フ
ヮ
ウ

ス
ト
』
に
流
を
引
く
観
念
測

(
I
d
e
e
n
d
r
a
m
a
)
又
は
思
想
測
の
系
列
が
あ
る
こ
こ
を
述
べ

て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
此
観
念
削
は
獅

ク
レ

ス
』
劇
は
正
し
く
此
流
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
｝こ
よ
り
詩
人
の
氣
栞
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
全
く
槌

っ
た
相
貌
を
典

へ
る
。
例

へ
ば
抒
箭
詩
的
に
内
而
化
さ
れ
た
ヱ
ム

ペ
ー
ド
ク

レ
ス

削
ミ
、
附
宜
的
に
描
成
さ
れ
た

ヘ
ッ
ベ
ル
の

『
ギ
ー
ゲ
ス
』
さ
を
比
較
し
て
見
れ

ば
、
そ
れ
か
ら
受
け
る
印
象
の
痒
異
は
何
人
も
氣
附
か
す
に
居
ら
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し

「
あ
る
観
念
よ
り
生
れ
」、

想
の
意
識
的
表
現
で
あ
る
」
黙
に
於
て
は
共
に
ウ
ン

ゲ
ル
の
謂
ふ
観
念
削
に
屈
す
る
も
の
さ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

慨
念
削
の
定
義
に
就
て
は
更
に
尚
ほ
見
窮
め
扱
べ
考
ふ

べ
き
餘
地
が
あ
る
や
う
で
あ
る
が、

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス

劇
が
直
接
に
作
者
の

世
界
観
的
思
想
か
ら
生
ま
れ、

そ
れ
を
直
接
に
具
現
し
て
ゐ
る
ミ
い

ふ
黙
に
於
て
、
他
の
何
物
よ
り
も
思
想
刺
の
名
に
植
す
る
作
品
-こ
云

ひ
得
る
こ
さ
は
明
で
あ
る
。
従
て
此
作
品
を
作
者
の
柑
界
観
ミ
接
獨
せ
し
め
な

い
で
考
察
す
る
こ
さ
は
｀
そ
の
本
笠
の
即
解
を
困
難
な
ら

し
め
、
そ
の
特
色
を
逸
し
去
る
虞
が
あ
る
。
殊
に
此
閲
を
害
い
た
頃
の

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
は
前
に

一
言
し
た
ゃ
う
に
思
索
的
に
傾
ぎ
藝
術

の
本
質
に
就
て
熱
心
に
考

へ
て
ゐ
た
こ
f

I

)

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

五

文

學

研

？ 
｝し

第

二

輯

―10
 



ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
断
片

い
記
磁
か
ら
心
の
平
和
を
取
h
戻
す
休
息
で
あ

っ
た
。

一
八
九
七
年
十
月
，

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン

は
深
く
竪
か
な
慌
瞼
を
重
ね
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
地
を
去
て
ホ
ム
プ
ル
ク
に
移
つ
た
。

失

へ
る
天
國
を
嘆
く
傷
心
は
永
し
へ
に
習
ゆ
る
由
は
無
か

っ
た
が
、
新
し
い
住
地
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
尚
ほ
指
顧
の
間
に
あ
る
。

「
鈴
事
に
努
れ
る
ミ
私
は
丘
に
登

つ
て
陽
あ
た
り
に
腰
を
下
ろ
す
。
さ
う
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
の
あ
な
た
、
逝
か
の
空
に
看
入
る
の
で

あ
る
。
此
浙
純
の
瞬
間
が
私
に
｀
再
び
生
ぎ
て
創
作
す
る
湧
氣
ミ
カ
-
f
)

を
典
へ
て
く
れ
る
。

」

フ
ラ
ン
グ
フ
ル

ト
に
於
て
彼
に
希
隙
的
な
芙
、
古
典
的
な
調
和
の
樅
化
ご
し
て
現
は
れ
た
ゴ
ン
タ
ル
ト
家
の
夫
人
ズ
ゼ
ッ
テ
が
、
彼
の

そ
の
後
の
生
活
藝
術
を
決
定
す
る
重
大
な
る
憫
峨
0

こ
な
り
、
デ
イ
オ
テ
イ

ー
マ

の
名
に
由
て
彼
の
作
品
に
永
遠
の
姿
を
刻
ん
で
ゐ
る
こ
『
ヽ
）

は
有
名
な
他
肥
的
事
宜
で
あ
る
。
恐
ら
く
此
婦
人
の
許
に
在
っ
た
一
二
年
間
の
生
活
は
彼
の
生
涯
中
最
も
現
在
に
幸
福
を
看
出
し
得
た
時
期

で
あ
っ
た
こ
云
は
れ
よ
う
。

「
私
は
新
ら
し
い
世
界
に
ゐ
る
。
私
は
従
来
、
美
が
何
で
あ
h
、
善
が
何
で
あ
る
か
を
識
る
ミ
信
じ
て
居
ら
れ
た
。
し
か
し
私
が
此
者
を

看
て
か
ら
は
わ
が
知
識
の
全
て
を
嘲
笑
し
炭
い
氣
が
す
る
。

」

ミ
云
っ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
時
代
は
彼
の
生
涯
に
一
線
を
制
し
た
時
で
あ
る
。
こ
れ
よ

h
彼
の
詩
人
的
使
命
の
自
党
は
深
め
ら
れ
、
そ

ホ
ム
プ
ル
ク
に
移
つ
て
か
ら
何
よ

h
も
彼
が
必
要
ミ
し
た
の
は
，

Ilt
間
の
無
郎
解
ミ
猜
疑
の
為
に
ゴ
ン
タ
ル
ド
家
を
逐
は
れ
た
協
ま
し

「
私
が
こ
A

へ
来
て
か
ら
一
ヶ
月
除
に
な
る
°
私
は
そ
の
間
、

落
付
い
て
私
の
悲
劇
（
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
）
の
仕
事
を
し
、
ジ
ン
ク
レ
ー
ア
さ
交
際
し
、
ま

た
美
し
い
秋
の
H

を
架
し
ん
で
昨
ら
し
た
°
私
は
種
々
な悲
し

み
に
由
て
打
砕
か
れ
て
ゐ
る
の
で
、
こ
の
安
息
の幸
輻
を
善
き
肺
々
に
感
謝
し
て
も
い
►

さ
息

の
詩
風
は
高
め
ら
れ
て
、
詩
人
猫
自
の
風
格
が
成
熟
し
た
。

（
雹
翰
）

（
書
翰
）

（―-三―-）



る
自
分
の
考
を
深
化
し
て
哲
學
的
基
礎
を
典
へ
よ
う
さ
し
た
。

か
う
し
て
彼
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
時
代
に
既
に
計
荊
，
で
立
て
た
ヱ
ム

ペ
ー
ド
ク
レ
ス
劇
の
仕
上
げ
に
努
め

る
ミ
同
時
に
、

藝
術
に
拘
す

（
書
翰
）
さ
い
ふ
位
熱
心
に
此
間
題
に
心
を
楷
め
た
の
は
此
頃
で
あ
る
。

A
p
h
o
r
i
s
m
e
n
,
 U
b
e
r
 
A
c
h
ill
,
 Ei
n
 ¥V
o
rt 
iibe
r
 d
i
e
 
Iliad
e
,
 U
b
e
r
 di
e
 v
e
r
s
c
h
i
e
d
e
n
e
n
 
A
r
t
e
n
 
zu
 d
i
c
h
t
e
n
,
 U
b
e
r
 d
e
n
 U
n
t
e
r
'
 

schi
e
d
 z
w
i
s
c
h
e
n
 
ly
ri
s
c
h
e
r
,
 e
p
isc-
h
er 
u
n
d
 
trag
isc
h
e
r
 D
i
c
h
t
u
n
g
,
 G
r
u
n
d
 z
u
m
 E
m
p
e
d
o
k
les
,
 A
n
m
e
r
k
u
n
g
e
n
 z
u
m
 O
e
d
i
p
u
s
,
 

苔
m
e
r
k
u
n
g
e
n
z
u
m
 
A
nti
g
o
n
e
,
 D
a
s
 
¥V
e
r
d
e
n
 
i
m
 V
e
rg
eh
e
n
.
 等
の
諸
篇
が
概
ね

此
ホ
ム
プ
ル
ク
時
代
若
く
は
其
少
し
以
後
に
咽

か
れ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
如
何
に
彼
の
刷
心
が
此
時
代
に
藝
術
の
狸
論
的
方
面
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
か
が
知
ら
れ
よ
う
。

も
さ
よ

り
第

一
に
詩
人
で
あ

っ
た
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン

は
か
~
る

体
系
的
思
索
を
得
意
ミ
は
せ
す、
ま
た
さ
う
い
ふ

努
力

を
自
分
の
本
領

さ
考
へ

る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
罷
に
宛
て
た
次
の
棺
翰
は
此
甜
を
語
る

―
つ
の
よ
き
例
で
あ
る
。

「私
に
今
次
の
事
だ
け
は
分
り
ま
す
0

私
の
感
す
る
深
い
不
謁
f

」
砥
鬱
は
、
自
分
の
性
哨
に
餘
り
適
し
な
い
鈴
事
、
例
へ
ほ
哲
學
を
非
常
な
注
意
さ
努
力
さ
を

以
て
や
つ
て
ゐ
る
事
か
ら
起
る
の
で
す
°
勿
論
そ
れ
は
い
ぶ
科
志
か
ら
出
て
は
ゐ
る
の
で
す
が
、
さ
い
ふ
の
は
私
は
空
虚
な
詩
人
さ
い
ふ
名
を
恐
れ
て
ゐ
た
か

ら
で
す
0

他
人
の
場
合
に
は
必
要
な
た
け
に
強
絋
な
意
志
を
以
て
す
れ
ば
、
必
ず
心
の
平
和
を
酬
ひ
ら
れ
る
哲
學
の
研
究
が
、
私
の
場
合
で
は
息
ふ
さ
ま
自
由

に
そ
れ
に
身
を
委
ね
れ
ほ
委
ね
る
程
愈
私
和
J

不
安
に
し
、
激
梢
的
に
す
み
理
田
が
私
に
は
長
い
間
解
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
そ
れ
が
次
の
や
う
に
説
明
が

つ
く
の
で
す
。
つ
ま
り
私
は
必
要
以
上
の
程
度
に
私
の
固
有
の
領
向
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
私
の
感
情
は
不
自
然
な
為
事
に
座
き
悲
し

ん
で
、
愛
す
る
鈴
平
を
総
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
T
度
ス
イ
ス
の
牧
人
が
軍
人
生
活
に
あ
っ
て
故
郊
の
谷
や
家
畜
に
あ
こ
が
れ
る
の
さ
同
じ
事
で
せ
う
。」

ふ
。
」

（
親
友
ノ
イ
ッ
フ
H

ル
ヘ
の
湛
瑚
）

文

學

研

究

第

二

輯

（
三
一四）

「
敷
年
来
私
の
思
考
さ
観
察
は
殆
さ
そ
れ
の

み
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
。

」

0
-



ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
刺
断
片

て
や
ま
ぬ
相
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。

き
ん
が
為
で
あ
る
。

」
（
ヒ
ュ
ー
ベ
リ
オ
ン
、

一
府
活
氣
あ
る
生
に
生
き
ん
が
為
の
死
で
あ
る。

か
く
し
て
彼
は
思
索
的
な
個
事
か
ら
ま
た
次
第
に
遠
か
り
、
上
記
の
論
文
の
多
く
を
晰
片
の
儘
に
ミ
ゞ
め
て
、
再
ぴ
本
来
の
領
土
に
遠

h
琳
ら
詩
作
に
従
ふ
や
う
に
な
っ
た
。
糊
逸
抒
術
詩
の
施
史
に
類
例
4

々
見
な
い
猶
特
の
森
叫
歌
の

一
群
は
か
く
て
歌
ひ
出
さ
れ

る
に
至
っ
た

の
で
あ
る。

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
諸
稿
の
成
立
は
恰
も
此
理
論
的
述
作
の
成
立
さ
並
行
し
、

b
"
i
 

『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ

オ
ン
」
さ
讃
歌
ミ
の
時
代
を
橋
架
し
す

る
。
此
等
理
論
的
の
諸
篇
に
現
は
れ
た
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
世
界
観
．

藝
術
慨
ャ
．
検
討
す
る
こ
ミ
は
思
想
測
こ
し
て
の
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ

ス
諸
稿
の
理
解
に
効
果
的
な
照
明
を
典
へ
る
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
削
が
王
人
物
の
死
の
問
題
を
中
心
に
し
て
ゐ
る
こ
さ
は
艇
に
述
べ
た
が
、
此
死
は
も
ミ
よ
り

一
切
空
に
蹄
す
る
絶

滅
の
死
で
無
い

こ
ミ

は
明
か
で
あ
る
。
生
の
否
定
ご
し
て
の
死
で
な
く
｀

「
消
え
行
く
は
立
返
ら
ん
が
卸
で
あ
り
、
老
ゆ
る
は
若
返
ら
ん
が
席
で
あ
り
、
別
る
と
は
伺
ほ
深
く
結
び
付
か
ん
が
為
で
あ
り
、
死
す
る
は
愈
澄
測
さ
し
て
生

「ク
ー
リ
ア
」
断
片
J

さ
い

ふ
考
は
ヘ

ル
デ
ル
リ
ー
ン
が
繰
返
し
到
ら
臨
で
述
べ

て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
に
よ
れ
ば
解
消
さ
生
起
は
無
限
の
生
の
流
に
於
け
る

交
替
現
象
に
外
な
ら
な
い
。
論
文
断
片

D
as
W
er
d
e
n
 

im V
e
r
g
e
h
e
n

は
此
根
本
思
想
，笠
敷
術
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヱ
ム
。
ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
は
弟
子
パ
ウ
ザ
ー
＝
ア
ス
の
「
凡
て
の
も
の
は
消
滅
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
ー
こ
い
ふ
言
葉
に
別
し
て
「
消
滅
ミ
か
？・

停
止
こ
そ
氷
雪
に
鎖
ざ
さ
れ
に
河
の
流
に
似
た
も
の
で
は
な
い
か
。

」
ミ
云
つ
て
消
え
て
は
ま
た
生
れ
る
生
々
焚
展
の
生
命
の
流
の
動
い

（
三
一
五
）



ヱ
ト
ナ
の
炎
に
身
を
投
じ
ぬ
。

宜
に
ヘ

ル
デ
ル
リ
ー
ン
程
生
を
歌
ひ
生
を
諧
美
し
た
詩
人
は
稀
で
あ
ら
う
。
彼
は
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
生
の
流
動
を
観
じ
、
生
の

脈
拇
を
感
じ
た
。
彼
が
宇
宙
最
高
の
も
の
ミ
し
て
禍
腋
し
た
「
父
な
る
ヱ

ー
テ
ル

」
は
即
宇
宙
の
生
命
の
根
源
に
外
な
ら
な
か

っ
た
。
彼

の
語
綿
に
於
て

le
b
e
n
d
i
g

な
る
語
は
特
殊
の

―
―
ュ
ア
ン
ス

を
有
つ
て
殆
ん
ざ

gottlich

,,
 
,
 仝
義
語
で
あ
る
ミ
云
つ
て
も
可
い
。
彼
の
作

d
a
s
 L
e
b
e
n
 
が
あ
ら
ゆ
る
形
相
ミ
迎
動
に
於
て
把
握
さ
れ
、

啓
示
さ
れ
、
讃
仰
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
も
の
は
、

ニ
イ

チ
ヱ
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
生
の
哲
尿
者
ミ
呼
ぶ
l

こ
仝
じ
ゃ
う
に
、
彼
を
生
の
詩
人
ミ
名
け
る
こ
ミ
を
不
鴬
こ
し
な
い
で
あ
ら
う
。

か
：
る
生
の
詩
人
で
あ
っ
た
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
に
ミ
つ
て
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
死
は
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
の
死
滅
で
は
な
ら
な
か
つ

た
。
死
し
て
生
れ
よ

(
S
t
i
r
b
u
n
d
 W
e
r
d
e
)

の
菰
極
的
意
義
が
そ
こ
に
横
は
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

深
き
大
地
の
底
よ
り
団
き
出
で
、
燃
え
輝
け
は
、

の
ぞ
み

汝
は
欲
望
に
を
の
＞
き
な
が
ら

彼
を
炎
の
死
に
赴
か
し
め
た
も
の
は
、
求
め
て
や
ま
ぬ
生
命
を
捉
へ
よ
う
ミ
す
る
烈
し
い
欲
望
に
外
な
ら
な
か

っ
た
。

更
に
そ
の

U
n
te
rg
a
n
g

が
言
薬
辿
り
の
下
降
で
あ

っ
て
、

を
得
る
ミ
仝
じ
ゃ
う
に
、
高
く
天
上
に
昇
ら
う
ミ
す
る
に
は
一
ミ
度
ぴ
深
く
地
底
に
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
ま
た
ヘ
ル
デ

ル
リ

ー

ン
の
宇
宙
談
の
根
抵
に
横
は
る
射
立
者
の
交
互
作
用
の
談
念
で
あ
る
。
吾
々
は
此
等
の
勘
に
就
て
も
更
に
も
う
少
し
彼
の
宇
宙
賊
に
立

入
っ
て
考
へ

て
見
る
必
要
が
あ
る
。

い
の
ち

生
命
を
求
め
て
や
ま
ぬ
汝
に
、
帥
火
は

品
の
凡
て
を
通
じ
て

文

學

研

究

第

二

輯

（小
詩
「
ヱ

ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
」
）

地
底
深
く
下
つ
て
行
っ
た
こ
ミ
に
象
徴
的
な
意
義
が
あ
る
。
死
に
由
T
生

ニ
四

（
三
一
六
）



ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
制
晰
片

ぎ
で
あ
ら
う
か
。

二
五

ヘ
ル
デ

ル
リ
ー
ン
は
リ
ズ
ム
に
於
て
生
の

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
思
想
の
根
抵
に
は
常
に
二
つ
の
も
の
こ
到
立
が
横
は
る
。
さ
う
し
て
そ
の
交
互
に
働
く
力
か
ら
生
ず
る
リ
ズ
ム
を

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
蹴
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

リ
ズ
ム
こ
そ
彼
の

惟
界
観
怒
術
賊
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
契
槻
で
あ
っ
た
。
紙
に
狂
疾
に
冒

さ
れ
て
か
ら
、
自
分
の
考
を
慨
念
的
に
賂
頓
す
る
能
力
を
失
っ
た
時
で
も
、
倫
璧
几
粥
し
て
言
廻
を
論
じ
、
リ
ズ
ム
を
説
い
て
、
精
紳
は

只
律
動
的
に
の
み
表
現
せ
ら
れ
得
る
こ
い
ふ
や
う
な
事
を
云
つ
て
ゐ
た
ミ
い
ふ
事
で
あ
る
。

（
ベ
ッ
テ
イ
ナ
0

フ
ォ
ン
•
ア
ル
ニ
ム
に
依
る
）

デ
イ
ル
タ
イ
が
ヒ
ュ
ー
。
ヘ
リ

オ
ン
の
言
語
の

リ
ズ
ム
に
就
て
語
つ
て
「
こ
れ
が

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー
ン
の
最
も
特
有
の
藝
術
手
段
で
あ
る
。

言
語
に
於
け
る
、

ま
た
悲
測
の
構
成

ー
は
屎
け
る
リ
ズ
ム
は
、

彼
に
ミ

つ
て
彼
の
哲
學
の
最
究
脊
～
、

最
高
の
櫛
念
ー
—
ー
生
そ
の
物
の
リ
ズ
ム

の
象
徴
で
あ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
概
念
の
緋
證
法
的
痰
展
に
於
て
此
法
則
を
見
出
し
た
や
う
に
、

蓮
動
の
法
則
の
表
現
を
看
た
。
彼
が
詩
人
の
詩
の
一
行
に
至
る
ま
で
に
凡

T
を
浸
透
し
、
支
配
す
る
リ
ズ
ム
の
此
深
遠
な
説
を
登
表
し
た

の
は
後
の
事
で
あ
る
が
、
此
刷
係
に
鉗
す
る
感
術
は
紙
に
、
彼
が

ヒ
ュ
ペ
ー
リ

オ
ン
を
完
結
し
た
時
に
彼
の
胸
中
に
働
い
て
ゐ
た
の

で
あ

る
ー
」
ミ
云
つ
て
ゐ
る
通
り
、
リ
ズ
ム
の
観
念
は
晩
期
に
至
て
は
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
獨
特
の
世
界
像
の
脳
軸
を
成
す
の
み
な
ら
ず
、

彼
の
作
品
の
形
態
を
意
識
的
に
規
定
す
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
此
リ
ズ
ム
、
此
劉
立
の
思
想
は
そ
の
根
源
を
何
虞
に
求
む
べ

(

I

)

 

...... 
‘‘ 

U
n
g
e
r
,
 V
o
n
 N
a
t
h
a
n
 zu 
Faust. 

（
三
一
七
）
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の
H
y
b
r
i
s

`
 

最
も
具
体
的
に
此
固
立
観
を
示
し
た
も
の

で
あ
る。

も
の
で
あ
っ
た
。

「
多
」
ミ
な
る
事
は
神
の
自
畳
の
過
程
に
外
な
ら
な
い
。
か
う
し
て
神
（
自
然
）
さ
世
界
（
人
間
）
さ
の
別
立
が
出
来
上
る
。

人
間
は
紳

か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
神
性
を
具
へ
て
、
そ
の
本
源
た
る
「
無
限
」
に
箭
憬
す
る
衝
動
を
有
つ
。
人
間
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
ま
た

此
蜀
立
す
る
雨
つ
の
も
の
に
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
は

N
a
t
u
r
•1
J

K
u
n
s
t, 
A
n
sd
e
h
n
u
n
g
 

n
i
s
c
h

そ
の
他
色
々
の
名
を
典

へ
て
呼
ん
で
ゐ
る
が
、

さ

B
e
s
c
h
r
a
n
k
u
n
g
,Aorgisch•n 

N
atur 
u
n
d
 K
u
n
s
t, 
S
a
t
u
r
n
 
u
n
d
 J
u
p
i
t
e
r
 

ユ
ー
ピ
テ
ル
は
ザ
ツ
ル
ン
の
子
で
あ
つ
て
、
し
か
も
父
神
を
逐
ひ
退
け
て
自
ら
宇
宙
を
キ
宰
す
る
予
座
に
登

っ
た
。

則
｀
文
化
食佗
代
表
し、

ザ
ツ
ル
ン
は
根
源
的
な
自
然
力
を
代
表
す
る
。
ザ
ッ
ル
ン
は
一
切
の
力
の
根
本
で
あ
る
に
も
係
ら
す
深
淵
の
う
ち

に
見
棄
て
ら
れ
て
何
者
に
も
顧
み
ら
れ
な
い
。

詩
人
は
ユ
ー
ビ
テ
ル
に
呼
ぴ
か
け
て
い
ふ
「
帝
座
を
下
れ
。
然
ら
す
ば
父
神
に
捧
ぐ
る
感

謝
念
羞
さ
せ
ざ
れ
°
'
ぶ
ぃ
老
ひ
た
る
彼
に
仕
へ
よ
。
ま
た
詩
人
が
神
々

さ
人
間
の
前
に
彼
の
名
を
呼
ぶ

を
容
る
せ
よ
。
」
さ
そ
の
忘
恩
ミ

僭
越
全
費
め
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
自
然
に
叛
き
、
自
然
セ
離
れ
、
こ
れ
に
感
謝
す
る
こ
ミ
を
忘
れ
て
却
て
こ
れ
を
征
服
し
ょ
う
ご
す
る
文
化

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー
ン
に
よ
っ
て
原
罪

(
U
r
s
i
.
i
n
d
e
)

'tJ
名
け
ら
れ
る
惟
界
の
罪
過
で
あ
る
。

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
神
話
的
世
界
観
に
於
て
は
ユ
ー
ピ
テ
ル
は
斯
の

や
う
に
屈
文
化
の
父
ミ
見
な
さ
れ
、
帥
的
（
彼
に
さ
つ
て

は
自
然

的
ミ
云
つ
て
も
仝
じ
で
あ
る
）
な
る
も
の
ぶ
柑
界
的
な
る
も
の
へ

移
り
行
か
う
ミ
す
る
努
力
の
人
格
化
ミ
し
て
云
ひ
現
は
さ
れ
ん
。
従
て

神
性
ミ
世
界
性
の
肘
立
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

神
が
意
誠
を
具

へ
る
に
至
れ
ば
そ
れ
は
個
性
化
さ
れ
て
蓮
命
を
有
つ
も
の
さ
な
る
。

ユ
ー
ピ
テ

ル
は
法

ミ
題
す
る
一
八

0
0年
頃
の
詩
は

即
神
が
世
界
ミ
な
り

神
は
太
初
「
眠
れ
る
嬰
兒
の
や
う
に
無
述
命

(s
c
h
i
c
k
s
a
ll
o
s
)

で
あ
っ
て
」

「
つ
：

ま
し
や
か
な
蒼
の
中
に
休
ら
ふ
」

文

學

研

究

第
一
一
輯

二
六

（
三
一
八
）

二

」
が

(
「運
命
の
歌
』）

O
r
g
a
 ,
 



――七

瞥
翰
に
は

R
u
h
e
な
る
語

一
の
極
端
か
ら
他
の
極
端
に
轄
じ
易
い
感
箭
生
活

か
記
悠
し
な
い。

」
「
私
の
氣
分
は
光
ミ
影
ミ
か
ら
織
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
」
「
永
遠
の
潮
の
満
干
が
吾
々
を
揺
り
動
か
す
」
「
私
は
愛
-r)

到
る
臨
に
此
事
を
嘆
い
て
ゐ
る
。

ま
た
そ
れ
は

¥Tater
d
e
r
 
N
 eit 
,,, 
も

V
a
t
e
r
d
e
r
 Ertle 
,
 
‘
)
も
名
け
ら
れ
、
無
限
者
が
分
裂
に
向
つ
て
進
む
努
力
は

Willkiir
d
e
s
 Z
e
u
s
 

か
：
る
二
元
的
欝
立
の
思
想
は
自
然
哲
根
者
、
神
秘
思
想
家
等
の
所
説
に
現
は
れ
て
ゐ
て
決
し
て
新
奇
な
も
の
ミ
い
ふ
事
は
出
来
な
い

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
が
此
思
想
を
彼
の
雄
大
な
枇
界
観
の
全
幅
に
浸
透
せ
し
め
、
そ
の
藝
術
論
の
細
部
に
至
る
ま
で
徹
底
せ
し
め
、
更

に
そ
れ
が
作
品
の
構
成
原
理
を
規
定
す
る
程
に
一
貰
し
て
ゐ
る
こ
こ
は
注
意
に
値
す
る
。
さ
う
し
て
此
獣
に
捌
し
て
希
殿
哲
學
、

ヘ
ー
ゲ
ル
、

ル
ツ
ソ
ー
等
の
影
翻
を
説
く
前
に
、
彼
が
彼
自
身
の
内
面
生
活
に
於
て
此
到
立
の
深
刻
な
慌
瞼
を
閲
し
、
そ

「
世
界
の
生
命
は
展
開
ミ
閉
鎖
、

ベ

l
yオ
ン
）

外
出
-
こ
自
己
へ
の
遠
蹄
の
交
替
に
存
す
る
。
人
の
心
も
ま
た
さ
う
で
な
い
理
が
あ
ら
う
か
。
」

デ
イ

ア

入

ト

ー

レ

シ

ス
ト
ー

レ

ゲ
ー
テ
の
用
ゐ
た
言
薬
に
従
へ
ば
放
我
ミ
牧
我
の
封
立
を
常
に
心
に
抱
い
て
絶
え
す
動
揺
し
、
不
安
を
感
じ
て
ゐ
た
彼
は
書
翰
の

「
私
は
私
の
一
生
罪
で
い
つ
も
仝
じ
ゃ
う
な
落
ち
至
加
ぎ
ミ
平
和
を
も
つ
て
暮
ら
し
た
時
期
を
わ
づ
か
し

憎
に
由
て
寸
断
せ
ら
れ
る
。
」
ー
ー
凡
て
此
等
の
言
薬
は
彼
の
移
り
喪
り
の
激
し
い
、

を
語
る
。
彼
を
理
解
す
る
こ
こ
が
深
か
つ
た
デ
イ
オ
テ
イ
ー
マ
は
彼
ミ

タ
ッ
ソ

ー
の
相
似
を
云
つ

て
ゐ
る
。

此
已
む
こ
ミ
な
き
動
揺
不
安
に
疲
れ
憐
ん
だ
彼
は
時
ご
し
て
休
息
、
落
滸
き
を
何
よ
り
も
欲
し
て
ゐ
た
。

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
削
断
片

（
三
一
九
）

の
危
に
最
も
は
げ
し
く
憐
ん
で
来
た
事
を
看
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

テ
ル
＊
イ
ス
、

が

｀
 

さ
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

（
ヒ
ュ

ヘ
ム
ス



ま
た
艇
、

「
調
和
的
の
交
替
」
ミ
い
ふ
語
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。
即
、

ら
、
二
つ
の
魂
の
憐
み
を
有
た
な
い
生
活
は
生
命

の
萎
縮
枯
渇
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
彼
は
ま
た
豆
患
、
苦
憐
を
讃

r
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン

」
の
中
心
賊
念
の
一
は
「
人
が
す
ぐ
る
A

に
従
ひ
そ
の
憐
み
も
愈

深
い
」
ミ
い
ふ
こ
ミ
で
あ
る
。
此
小
説
を
稲
し
て
苦
悩
の
幅
音
を
説
い
た
も
の
一
こ
い
ふ
言
薬
は
か
：
る
意
味
に
於
て
正
し
い
さ
い
は
な
け

こ
：
に
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー

ン
の
内
而
的
閤
職
し
詭
ぎ
及
ん
だ
も
の
は
、
彼
の
如
ぎ
純
粋
の
詩
人
に
あ
っ
て
は
全
て
の
思
索
は
感
術
の
深
み

か
ら
喚
び
起
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
内
に
深
く
感
ず
る
こ
一
こ
な
く
し
て
｀
思
索
の
為
に
思
索
す
る
こ
さ
は
無
い
か
ら
で
あ
る
c

質
に
彼
が
考

へ
て
居
た

や
う
な
「
生
」
は
「
た
｀
ゞ

感
柚
に
於
て
の
み
存
し、

認
識
に
ミ
つ
て
は
存
在
し
な
い
」
の
で
あ
る
。

y
こ
な
き
酎
立
ミ
し
て
、
肘
抗
し
、
捐
剋
し
て
已
ま
な
い
も
の
で
有
ら

宇
宙
の
凡
ゆ
る
物
に
見
ら
る
：
此
蜀
立
は
永
久
に
調
停
さ
る
：

う
か
。
も
―
r
)

よ
り
此
射
立
の
存
す
る
こ
こ
ろ
に
llt
界
の
悲
刺
性
が
あ
ら
の
で
あ
る
が
、

を
認
め

て
ゐ
る
。

「
自
然
ミ
藝
術
は
純
粋
な
る
生
に
於
て
は
た
ゞ
調
和
的
に
の
み
肘
立
す
る
。
」

を
以
T
す
る
に
せ
よ
、
か
：
る
雨
つ
の
も
の
こ
潮
の
満
干
の
如
き
交
替
に
は
法
則
が
存
し
、
そ
れ
は
調
和
的
な
リ
ズ
ム
を
成
し
て
ゐ
る
ミ

璽

の

で

あ

る
。
帥
々
ミ
雖
そ
の
支
配
を
受
け
る
か
、
る
法
則
を
認
め
る
ミ
す
れ
ば
、
爵
立
の
上
に
立
つ
最
高
の
榔
念
ー
こ
し
て
最
廣
き
意

れ
ば
な
ら
な
い
。

美
し
、
そ
れ
を
神
の
恩
寵
ミ
さ
へ
呼
ん
で
ゐ
る
。

し
か
し
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
本
来
の
思
想
か
ら
云
へ
ば
、

が
隈
炎
天
の
慈
雨
の
や
う
に
望
ま
れ
て
語
ら
れ
る
。

文

學

研

究

第
一
一
輯

（一
11

―10)

二
つ
の
力
の
動
き
で
あ
る
潮
の
瀾
干
は
生
命
の
リ
ズ
ム
に
外
な
ら
な
い
か

（
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
の
基
礎
）
さ
云
ひ
、

「
神
的
な
る
も
の
」
ミ
「
世
界
的
な
る
も
の
」
そ
の
他
如
何
な
る
名
稲

ヘ
ル
デ
ル
リ

ー

ン
は
此
劉
立
に
閻
和
の
あ
る
こ
ミ

ニ
八



す
る
努
力
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
宇
宙
の
「
永
遠
の
完
成
の
過
程
」
で
あ
る
。

ヘ
ル
デ
ル

y
1
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
謡
片

有
限
界
に
入
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
c

は
分
化
に
よ
つ
て
、

二
九

味
の
「
生
」
の
如
き
も
の
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
さ
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
人
間
の
う
ち
に
あ
っ
て
か
A

る
調
和
は
美
に
於
て
、
美
を

斯
く
て
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
思
想
に
於
け
る
二
元
的
の
四
立
は
更
に
綜
合
に
向
つ

て
泄
み
、
鋳
證
法
的
な

一＿一
段
の
過
程
を
ミ
る
に
至
る
。

「
-
」
が
分
化
し
て
「
多
」
ミ
な
り
、
更
に
此
雨
抒
の
結
合
ミ
な
る
。
さ
う
し
て
此
過
程
が
繰
返
さ
れ
て
無
限
に
進
展
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
彼
の
詩
根
の
到
る
虞
し
應
用
を
見
出
す
某
礎
的
な
思
想
で
あ
る
。

さ
う
し
て
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
生
涯
に
於
て
或
時
は
封
立
の
方

而
を
祁
調
し
て
自
ら
悲
観
に
傾
き
、
或
時
は
調
和
の
方
曲
を
箪
視
し
て
快
活
の
相
を
呈
し、

そ
の
交
替
が
ま
た
一
種
の
リ
ズ
ム
を
成
し
て

ゐ
る
の

で
あ
る
が
、
彼

の
ご
さ
き
素
笠
の
人
に
あ

つ
て

は
、
デ
イ
ソ
ナ
ン
ツ
に
涵
た
さ
る
A

世
界
の
現
質
に
閲
ま
れ
て
は
、

の
可
能
を
考
へ
な
い
で
は
一

日
こ
い
ヘ
-}」
も
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
ご
思
ふ。

＾
ル
モ

i-l

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
思
想
に
於
て
更
に
見
逃
す
こ
ミ
の
出
来
な
い
、
殊
に
そ
の
詩
楳
に
於
て
肝
要
な
役
割
を
つ
ミ
め
る
も
の
は
、
凡
て

の
物
に

そ
の
反
別
に
向
ふ
努
力
を
認
め
る
考
で
あ

る。

こ
れ
は
前
述
の
思
想
か
ら
常
然
に
導
か
れ
て
来
る
の
で
あ
つ
て
、
閻
和
に
逹
す
る

が
為
に
は
個
物
は
そ
の
別
立
将
に
近
づ
ぎ
自
己
の
有
つ
賊
陥
ナ
名
補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
凡
て
の
も
の
に
宿
る
「
復
ぴ

一
に

な
ら
う
さ
す
る
怖
憬
」
で
あ
る
。
神
は
た
ゞ
神
さ
し
て
は
無
述
命
で
あ
り
、
無
活
動
で
あ
り
、
従
て
無
生
活
で
あ
る
。
何
『こ
な
れ
ば
生
活

一
が
多
こ
な
る
こ
ミ

に
よ
っ

て
は
じ
め
て
生
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

帥
が
生
活
す
る
為
に
は
自
己
よ
り
出
で
A

「
-
」
が
「
多
」
に
向
ふ
努
力
が
こ
A

に
現
は
れ
る
。
仝
じ
ゃ
う
に
人
間
に
は
紳
ミ
な
ら
う
こ

愛
す
る
心
に
於
て
現
は
れ
て
ゐ
る
f‘:

も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

全
三
一

)



も
妥
常
し
て
ゐ
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。

文
断
片
も
、
そ
の
中
心
観
念
で
あ
る
自
然
ご
文
化、

A
o
rg
i
s
c
h
•n

O
r
g
a
n
i
s
c
h

の
針
立
、

考
を
會
得
し
て
か
五
ば
そ
の
理
路
は
全
く
辿
り
が
た
い
も
の
で
は
な
い
。
此
論
文
に
於
て
ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
は
、
自
然
＿
こ
文
化
ミ
の
揆

離
が
最
も
甚
し
い
時
代
に
生
れ
た
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
が
如
何
に
し
て
感
ず
る
人
、
詩
人
、
哲
尿
者
、
孤
獨
人
か
ら
宗
敬
改
革
者
に
な
っ

た
か
を
解
輝
し
て
ゐ
ら
。
さ
う
し
て
時
代
が
如
何
に
彼
に
作
用
し
、
彼
の
裡
な
る

「
自
然
」
ミ

「
文
化
」
が
如
何
に
相
互
に
作
用
し
合
っ

た
か
、
彼
が
何
故
に
亡
ぴ
行
く
國
民
の
蓮
命
を
先
取
し
て
自
ら
犠
牲
『
こ
な
つ
て
滅
ん
で
行
っ
た
か
、
こ
い
ふ
事
に
ヘ
ル
デ
ル
リ

ー
ン
は
彼

獨
自
の
註
疏
を
加
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
此
論
文
に
於
け
る
解
秤
は
以
前
の
諸
稿
よ
り
も
主
要
な
黙
に
於
て
ヱ
ト
ナ
断
片
に
最

更
に
ま
た
時代
の
述
命
が
歌
ミ
行
為
で
な
く．

犠
牲
を
要
求
し
た

（〗
竺
ご
町
万
）が
為
に
行
は
れ
た
ヱ
ム
ペ
ー

ド
ク
レ
ス
の
犠
牲
化

は
十
字
架
上
の
基
督
の
姿
を
想
ひ
起
さ
し
め
る
。

に
述
べ
た
が
、

ヱ
ト
ナ
顕
片
が
第

一、

第
二
稿
盟
ミ
拠
つ
て
救
世
屯
劇
に
高
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
ミ
は
前

フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
計
惑
案
か
ら
エ
ト
ナ
斯
片
に
至
る
エ
ム
ペ

ー
ド

ク
レ
ス
の
成
長
は
基
督

へ
の
向
上
の
途
を
辿
る
も
の
ミ

そ
の
一
方
か
ら
他
に
向
は
う
ー
こ
す
る
傾
向
の

ド
レ
フ
に
典
へ
て
希
麒
ぷ
獨
逸
の
民
族
性
を
論
じ
た
書
翰
の
論
旨
も
さ
う
で
あ
る
。
更
に
『
ヱ

か
の
有
名
な
ペ

ー
レ
ン

＇ 

ムベ

ー
ド
ク
レ
ス
の
甚
礎
』
に
至
て
は
全
く
此
思
想
に
胚
胎
す
る
。
か
な
り
に
難
解
な
、
或
時
は
晦
澁
不
可
解
さ
ま
で
に
云
は
れ
る
此
論

用
さ
れ
て
ゐ
る
。

（
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
思
想
か
ら
云
つ
て
）

さ
表
現
の
問
題
．
ま
た

「抒
俯
詩
的
」

「
叙
事
詩
的
」

及
「
悲
制
的
」
悲
劇
的
で
な
い
劇
的
の
も
の
は
な
い

の
相
互
胴
係
に
此
忠
想
が
適

具
へ
て
ゐ
る
ミ

い
ふ
考
は
、

か
く
凡
て
が
劉
立
者
に
向
つ
て
行
く
努
力
9

笠
布
ち
、
自
己
本
来
の
職
分
を
履
み
超
え
て
、
他
に
於
て
自
己
を
表
現
せ
ん
ー
こ
す
る
傾
向
を

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
父
學
の
核
心
を
成
し、

そ
の
主
要
な
特
色
を
な
す
。
藝
術
作
品
の
本
牲
ミ
外
観
、
意
義

文

訊

ナ

研

” ）し

第

二

輯

1
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ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
削
断
片

も
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

ミ
こ
ろ
で
あ

る。

彼
の
行
ふ
奇
蹟
、

う
ミ
す
る
者
も
あ
る
。

「
此
唯
一
の
人
」
「
崇

ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
ー
基
督
の
比
較
は
ヱ

ト
ナ
断

全
て
は
以
前
の
如
く
自
己
に
屈
す
る
事
柄
で
な
く
、

時
代
、

國
民
、

人
類
に
係
つ
て
ゐ

エ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
諸
稿
に
於
け
る
主
人
物
の
行
為
ミ
言
葉
が、

翌
書
中
の
基
督
の

そ
れ
ご
類
似
の
幽
が
あ
る
こ
ミ
は
多
く
人
の
い
ふ

ヱ
ト
ナ
山
上
の
弟
子
へ
の
垂
訓
ー
ー
↓
そ
の
他
彼
の
言
葉
の
末
々
に
理
書
の
言
葉
の
餘
郡
を
聴
き
取
ら

し
か
し
、

エ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス

の
姿
は

ヱ
ト
ナ
断
片
に
至
て
甫
め
て
基
督
に
成
熟
し
た
ミ
云
へ
る
の
で
あ
る
。
此
作
に
な

つ
て
彼
の
姿

は
以
前
の
諸
稿
に
於
け

る
も
の
『
こ
そ
の
全
貌
を
奥
に
し
て
吾
々

の
前
に
立
つ
。
こ
こ
で
は
個
人
的
な

一
切
の
も
の
が
脱
ぎ
菜
て
ら
れ
て
と

る。

罪
過
も
、

咀
罪
も
、
締
牲
も
‘
救
港
も
、

る。

娘
に
は
他
の
呪
咀
に
別

つ
て
は
げ
し
い
呪
咀
を
投
げ
返
し
た
が
、
今
は
却
つ
て
こ
れ
を
感
謝
を
以
て
迎

へ
る
や
う
に
な
っ
た。

世
界

は
彼
に
ミ
つ
て

D
u

•n
な

っ
た
。
悧
み
の
戯
曲
は

愛
の

戯
曲
に

斐
っ
た
の
で
あ
る
。

片
に
至
て
甫
め
て
全
き
怠
味
に
於
て
問
題
に
す
る
こ
さ
が
出
来
る
。

ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
の
作
品
｀
轡
翰
の
中
に
は
久
し
く
基
督
の
名
を
見
る

こ
ミ
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
現
は
れ
て
来
た
の
は
ヱ
ム
ペ

ー
ド

ク
レ
ス

劇
を
書
い
た
前
後
か
ら
で
あ
る
。
ヱ

ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
劇
の
樅
想
は
既
に
ヘ
ル
デ
ル

リ
ー

ン
の

llt
界
像
の
中
に
甚
督
の

姿
の
出
現

を
意
味
し
て
ゐ
た
。
彼
は
そ

こ
で
新
し
き
甚
督
の
像
を
建
設
し、

新
し
き
神
話
を
創
作
し
よ
う
ミ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
後
の

時
代
に
は
艇
彼
の
詩
、
咽
翰
の
中

に
速
督
の
名
は
娯
め
ら
れ
、
そ
の
徳
は
讃

へ
ら
れ
る
。
祗
母
の
七
十
二
歳
の
誕
生
の

節
に
寄
せ
た
詩

に
は
熱
箭
的
な
甚
督
の
證
諧
が
あ
る
。
叱
詩
の
中
に
基
督
は

「
人
類
の
第

一
人
者
」

「
地

の
友
」

（
三
二
三
)



高
な
る
者
」

（
三
一
面
I
)

「
生
氣
あ
る
者
」

5
呼
ば
れ
る
。
此
詩
（
一
七
九
九
年
）
を
先
謳
こ
し
て
、

共
後
「
唯
一
者
」

『
閻
停
者
よ
…

…
」
そ
の
他
に
於
て
甚
腎
の
姿
は
愈
大
き
く
、
愈
力
強
く
前
面
に
浮
ぴ
出
て
来
る
。
或
は
「
嵐
を
呼
ぶ
者
」
ミ
呼
ば

れ、

電
光
を
OO
か
す
ツ
オ
イ
ス
の
先
謳
‘
r

し
て
デ
イ
オ

ニ
ー
ゾ
ス
の
役
割
を
啄
ひ
（
「
・
ハ
ー
ト
モ
ス
』）
、
或
は
神
々
の
家
の
賓
屯
ミ
名
け
ら

か
く
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
晩
期
に
於
て
甚
督
に
強
く
惹
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
ミ
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
基
督
の
姿
が
色
々
の
姿

態
で
現
は
れ
て
ゐ
る
事
は
「
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
宇
宙
観
に
於
け
る
基
督
俗
」
さ
い
ふ
典
味
あ
る
一
の
間
題
を
提
供
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ

に
由
て
彼
の
某
督
敦

へ
の
轄
向
を
見
よ
う
さ
す
る
説
｝
」
は
私
は
如
何
に
し
て
も
典
み
す
る
こ
さ
が
出
来
な
い。

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
に
依
つ
て
離
諧
し
、
頌
榮
さ
れ

る
の
は
甚
瞥
で
あ
つ
て
基
督
教
で
は
無
い
。
人
類
救
膀
者
た
る
基
督
が
彼
の
宇
宙
観

へ
3

ー
エ
ン

に
描
受
せ
ら
れ
て
、
半
神
の
列
に
連
な
っ
た
の
で
あ
る
。
吾
々
が
彼
の
言
薬
か
ら
受
取
る
甚
督
の
姿
は
常
に
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
的
な
某
督

で
あ
つ
て
、

敬
會
的
の
そ
れ
で
は
無
い
。
彼
は
基
督
を
デ
イ
オ

＿
―
ー
ゾ
ス

や
ヘ
ラ
ク

リ
ー
ト
の
兄
弟
さ
名
け
る
。
さ
う
し
て
彼
を
人
類
に

現
は
れ
た
最
後
の
牛
紳
で
あ
る
こ
し
、
彼
の
昇
天
後
、
人
類
に
深
い
夜
の
批
界
が
蔽
う
た
こ
こ
を
云
つ
て
ゐ
る
。

私
は
ヱ
ー
テ
ル
、
光
、
大
地
竺
二
位
一
腔
ミ
す
る
彼
の
汎
神
論
的
宇
宙
観
は
、
終
生
彼
が
持
し
て
楡
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
さ
考

へ

此
某
督
の
出
現
ミ
共
に
祖
國
的
感
悧
が
ヘ
ル
デ

ル
リ
ー

ン
の
晩
期
に
著
し
く
高
潮
し
て
来
た
事
質
を
併
せ
て
一
部
の
根
者
は
ヘ
ル
デ
ル

リ
ー
ン
の
「
西
欧
的
轄
回
」
を
力
説
す
る
。
此
問
題
に
就
て
は
こ
、
に
詳
述
す
る
餘
裕
を
有
た
な
い
が、

彼
は
以
前
に

一
意
に
希
戦
を
理

る。 t

、
才 酒

』

「
吾
が
主
、
わ
が
師
」
さ
呼
ぴ
か
け
ら
れ
る
。

文

學

研

究

第
一
ー
輯

（
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ト
モ

ス」
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ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
ヱ
ト
ナ
劇
斯
片

諸
慨
は
第
一
よ
り
第
ニ
ミ
次
第
に
遠
ざ
か
つ
て
行
つ
て
、

七

想
の
國
土
に
高
め
ら
れ
る
（
「
ゲ
ル
マ

ーニ

ヱ
ン
」
）
。

、
、
、

想
こ
し
て
獨
逸
を
忘
れ
た
か
の
如
く
見
え
た
の
で
あ
っ
た
が
、

ヘ
リ
ン
グ
ラ
ー
ト

の
語
を
借
り
れ
ば
、

晩
期
に
至
つ
て
は
屈
々
獨
逸
の
風
土
が
歌
は
れ
（
「
ラ
イ
ン
」
「
マ
イ
ン
」

「
ネ
ッ
カ
ル
」
）

、
祖
國
的
感
術
が

高
唱
せ
ら
れ
る
（
「
獨
逸
人
の
歌
」

「
國
民
の
強
」
「
獨
逸
人
に
寄
す
る
歌
」
「
祖
國
の
為
の
死
J

)

。

曾
て
は
獨

逸
が
最
も
神
々
を
離
れ
た
野
壁
人
の
國
ミ
し
て
呪
は
れ
た
が
（
「
ヒ
ュペ

ー
リ
オ
こ

）
、
今
は
神
よ
り
撰
ば
れ
た
る
、
来
る
べ
き
新
し
合
理

兎
も
角
、
斯
か
る
騨
向
が
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
晩
期
に
於
て
行
は
れ
、
恰
か
も
エ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
劇
を
境
界
線
こ
し
て
喚
展
の
最
後

の
段
階
に
移

つ
て
行
っ
た
こ
-r

るみ
考
へ
度
い
。
さ
う
し
て
種
々
の
貼
か
ら

エ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
諸
稿
の
最
後
の
作
で
あ
る
こ
ミ
が
立
證
せ

ら
れ
る

『
ヱ
ト
ナ

』
斯
片
は

、

直
接
に
此
最
後
の
段
階
—
ー

＇
晩
期讃
歌
の
時
代
に
接
し
て
そ
の
序
蒋
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

私
は
尚
ほ
極
め
て
要
重
な
方
而
を
後
廻
し
に
し
た
。
そ
れ
は
ヘ
ル
デ
ル
リ

ー
ン
の
美
學
論
を
貼
検
し
て
そ
れ
が
如
何
に
劇
の
描
造
、
言

語
に
適
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
看
る
為
半
で
あ
る
。
藝
術
品
の
創
作
に
も
批
判
に
も
冷
部
な
法
則
的
計
数
に
依
る
べ
き
を
説
い
た
(
[
幻
翫
71

）
。
彼
は
明
な
意
誠
苓
以
て
自
己
の
詩
論
を
制
作
の
上
に
質
行
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
見
究
め
る
こ
ミ
は
作
品
の
本
質
を
解
明
す

ソ
テ
イ
ー
'n

ネ
の
註
籾

る
上
に
映
<riJ
ら
ざ
る
路
筋
で
あ
る
ミ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

．
 
リ

、

シ

ズ

ム

様
式
か
ら
見
て
も
『
ヒ
ュ
ペ

ー
リ
オ
ン

」
の
融
け
て
行
メ
や
う
な
、
抒
愉
詩
味
に
富
ん
だ
柔
か
な
言
築
か
ら
、
『
ヱ
ム
ベ
ー
ド
ク
レ
ス
』

も
の
に
な
つ
て
来
て
ゐ
る
。

昔
柴
的
な
棉
造
か
ら
建
築
的
な
構
造
に
な
つ
て
来
た
ミ
も
云
へ
る
。

ヽ
u
~

つヱ

ト
ナ
」
断
片
に
な
る
ミ
後
の
森
叫
歌
に
見
る
よ
う
な
誼
さ
の
加
は
っ
た
勁
い

（三
二
五
）



『
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン

』
の
終
る
こ
こ
ろ
に
、

た
憾
が
あ
る
が
、
(
合
^

D
a
s
 E
r
l
e
b
n
i
s
 
u
n
d
 die 
D
i
c
h
t
u
n
g
'
 

叱
断
片
群
最
後
の
作
で
あ
る

『
ヱ
ト
ナ
」
削
に
至
っ
て
、

前
に
も
述
べ
た
通
り、

、
、
、

雨
つ
の
作
を
支
配
す
る
も
の
は
―
つ
の
根
本
悧
調
で
あ

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
章
、

「
……・・・

ヒ
ユ
ベ
ー
リ
オ
ン
ミ

ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク

か
A

る
方
面
の
考
察
を
閑
却
す
る
の
は
間
題
の
半
分
を
残
す
こ
f

こ
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
今
豫
定
の
分
批
ミ
期
日
の
制
限
か
ら
｀

か
A

る
大
き
な
間
隙
を
共
儘
に
し
て
此
縞
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

．
 

ヱ
ム
ペ
ー
グ
ク
レ

ス
の
姿
の
疲
展
は
ヘ

ル
デ
ル
リ
ー
ン
晩
期
の
驚
襖
す
可
き
展
開
の
縮
闘
‘
)
も
見
ら
れ
る
が、

「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ

オ
ン
』
の
琳
閲
氣
ー
‘
)
は
甚
し
く
懸
け
維
れ
た
風
土
を
示
し
て
ゐ

エ
ー
ペ
キ

る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
如
き
す
ぐ
れ
た
媒
者
で
す
ら
も

「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン

」
ミ
「
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
」
を
同
じ
平
而
に
あ
る
も
の
ミ
観

レ
ス
は
か
く
作
者
に
於
て
時
間
的
に
も
内
面
的
に
も
結
合
し
て
ゐ
る
や
う
に
、

る
、
そ
れ
は
生
き
て
活
動
せ
ん
ミ
す
る
衝
動
こ
、
死
の
愉

甑
‘
)
が
そ
れ
に
於
て
結
ば
れ
る
根
本
梢
調
で
あ
る
。
…
…
…
）
、

は
此
雨
者
が
同
じ
平
面
に
立
つ
も
の
で
な
く
、
嶺
展
の
撰
な
る
段
階
に
在
る
こ
さ
を
看
取
す
る
。

私
が
此
小
論
の
冒
頭
に
云
っ
た
や
う
ー
し

「
ヱ
ム
。
ヘ

ー
ド
ク
レ
ス
」
の
裔
怒
殿
が
始
ま
る
-
こ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
う
し
て

「
ヱ
卜

ナ
」
劇
に
至
つ
て

「
ヒ
ュ

ペ
ー
リ

オ
ン
」

ミ
の
距
維
は
最
も
遠
く、

思
想
、
梢
調
、
様
式
に
於
て
、
同
じ
作
家
の
数
年
を
骰
い
て
の
作
品

ミ
し
て
凡
そ
考
へ
得
ら
る

ら
取
大
の
間
隔
に
逹
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

『ヱ

ト
ナ
」

断
片
は
素
材
の
上
か
ら
ヱ
ム

ペ
ー
ド
ク
レ
ス
噺
片
群
に
艇
す
る
こ
ミ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
上
に
述
べ
た
種
々
の
黙
か
ら
見
て

本
質
的
に
は
此
群
を
維
れ
て
索
が
ろ
後
の
讃
歌
の
群
に
厨
し
て
ゐ
る
こ
云
つ
も
可
い
で
あ
ら
う
。
所
謂
劇
的
効
果
の
如
き
を
問
題
こ
し
な
か

學
こ
は

滑
か
な
る
語
法
が
硬
き
語
法
に
嬰
つ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の

ヱ
ト
ナ
劇
断
片

尻

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
晩
期
證
歌
の
時
代
は
、
迫
り
来

じ
ユ
ム

小

っ
た
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
は
肘
話
の
形
式
を
ご
つ
て
一
の
エ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
諧
歌
を
書
い
て
ゐ
る
-
‘
)
も
云

へ
る
の
で
あ
る
。

『
エ
ト
ナ
』
断
片
を
序
曲
-
こ
し
て
か
く

て

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
の
思
想
、
藝
術
の
最
瀾
峰
を
形
づ
く
る
讃
歌
の
也
界
が
紐
く
。
そ
こ
に
咲
き

吼
れ
る
多
く
の
詩
廊

は
曾
て
は
理
解
さ
れ
｀
鑑
買
さ
れ
る
こ
さ
が
稀
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
正
嘗
な
評
債
を
受
け
る
や
う
に
な

つ
て
、

今

は
す
ぐ
れ
た
解
秤
も
見
ら
れ
る
程
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
他
に
比
類
無
き
獨
特
の
思
想
ミ
表
現
形
式
は
深
い
理
解
の
努
力
を

吝
む
者
を
寄
せ
付
け
な
い
威
厳
を
有
つ
て
ゐ
る
。

ゲ
ー
テ
は
「
太
陽
は
沈
み
行
き
な
が
ら
も
亦
僻
大
で
あ
る
」
ミ
云
っ

た
が
、
沈
み
行
く
時
に
太
陽
は
最
も
偉
大
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

恰
も
「
ヱ
ト
ナ
山
上
の
ヱ
ム

。ヘ
ー
ド
ク
レ
ス
」
の
最
後
が
俸
大
で
あ
っ
た
如
く
に
、

る
精
紳
の
暗
夜
を
前
に
し
て
、
赫
突
た
る
光
彩
に

一
天
を
染
め
る
夕
陽
に
も
密

ふ
べ
き
で
あ

っ
た
。
た
ゞ
此
世
界
↓
笠
理
解
し
な
い
者
の
み

は
、
盲
し
い
た
る
者
ミ
同
じ
く
こ
の
西
方
の
荘
厳
に
接
し
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

追
記
0

ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
終
る
さ
こ
ろ
に
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
が
始
ま
る
さ
い
ふ
意
味
和i
B
o
h
m
も
ヱ
ト
ナ
削
に
就
て
言
つ
て
ゐ
る
が
、
私
は
ヱ
ム
ペ

ー
ド
ク
レ
ス
測
の
疲
想
其
者
に
就
て
こ
れ
を
認
め
、
既
に
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
計
彼
に
於
て
す
ら
ヒ
ュ
ペ

ー
リ
オ
ン
を

一
歩
踏
出
し
て
ゐ
る
さ
思
ふ
の
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
段
階
さ
ヱ
ム
ペ
ー
ド
ク
レ
ス
段
階
さ
の
比
較
に
よ
っ
て
詩
人
が
此
聞
に
思
想
上
、
様
式
上
如
何
に
活
撥
な
る
登
匪
を
遂
け
た
か
を
観
察
し
、

ヱ
ト
ナ
断
片
に
至
つ
て
は
後
の
諧
歌
の
段
階
の
高
さ
に
ま
で
狸・
又
立
つ
て
ゐ
る
こ
さ
を
看
よ
う
さ
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
此
小
論
の
範
閥
で
は
到
底
委
皿

を
盛
せ
る
筈
の
も
の
で
な
か
っ
た
°
従
っ
て
本
論
文
は
序
論
の
や
う
な
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
り
、
述
べ
よ
う
さ
し
た
多
く
を
他
の
機
合
に
竣
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た。
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